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鍛えめかれたフォ—ムじこ そ、 
メカの真髓がある 

■ジユーキミシンは精密エ学の結晶とぅたわれる高級品。シャーブなスタィリングで、その名を高めています。 













ハンドボール、アジア火会種目に- 


ハンドボ—ルが、'了ジ了谎巧大会に忡間入りをおしわ—。 
AGF (アジア疑技連赃)が、9 巧 1日 ィラン ■テヘラン 
ホのヒルトンホテ山で開いた評霞】貝会(巧2 yu で'班めたも 
の。アジア鹿が大か臣とって3番目の備おとなる。 

杯報遮関极ボおえるところによれば、ハンドボールを加え 
る議題は、ダク主—トボ撰崇しでいたもの七、目ち麵目で< 
ラン市の毋擲常会議梅で輔かれた評議員会(强1口)でほこ 
の閒適の願謡を、2年後モントリホ—ル(なナザ〕で開く A 
GF 部議口を車で見廷ることに決めていた。 

，それが、急舍ょ、3円日の会惠で檢計され、 U 州に「採用」 
へこぎつけた0は、閲惦者にとって"逍然の础報"といって 
よかった。 

日本廊なは、かわてから，了ジア湿お大.をへの参加につい 
て郎究を追めていたが、アジ了に於ける；：ンドボールの靜废 
などにもゥーつ.宮悼をおるまでに至らず、をす的な働きかけ 
は、これまでいち-ども巧ッていなかった。 

今固のが度についでも、クゥ f 3卜が、このような提案を 

AG F に姓し巧っでいたことまえ知らす、の日の..会轟玻足-^ 

2毕镇までぶぶリ！も「ち然」「让方がない」といゥ受けと 

めかただった。 

それだけに、3日德め決議は、宵びよりも鶏きがまず兜に 

關攝者の問には强じられた。 

次 Q 邦8网了ジ了韶巧乂をはの-化セ A 年(昭則 y 
'パ丰 K ぶンの新昔都ィ K ラマパードで開かれるが、ハンドボ 
1ルがこの-太舎から藥施されるのか、「男女」也めかなど詳 

紳は剌っでいない。これまで、パキ K タンにハンドボール祕 

会がぉる、という情報を行木窥をはいちども稱ていない。 

オリンピッグでの摇巧のあと， T ジア體技ホ会、ユニバシ 

ア I ド〔国臨学をスポーッ大会〕への眷加を夢見ていわ口本 

協会にと「で，いっそう鬧隙的な動きが巧碟になるわけで、 

新たむ雅驳へ1ホきな励みとなるおかるいおらせで击った。 

な摘、 A GF 化縣のケ国のうちパンドボ t ルを巧っている 
园、むおつ.としていろ！：は、な马非公す情端をなめ本誌の 
調べでは5^午齒でちる。〔関迹おお2頁〕 


M 2年極のモントリオ I 
の-ル •寸 リン ピ y グにおけ 
る H 本ぉ子の沾躍を占う 
昔味で大いにを日された 
ドィッ民ホお巧岡(雨ド 
才^ッ}との肖箱試合が乖 
リ I を视じた。 

6ヶぉ前の祖が茲于贿 
ン-で巧めてが戰した時は、 
-モ-け— 別と完ぷを尝までに 
たたきのめきれ.、今回め 
ソリ！ズでも、あまり-本甲空な 
い試合ぶりをおせると、かえっ 
で日ぶのハンドボ I ルの ィ I 
ジダゥ y になって しまう 四では 
ないか、という巧揮的吿.声も聞 
こえ.ていた。 

相すに遠征の不利、木格的シ 
I ，スンが.これかもというハンデ 
はあ . ったものの、令日本は、よ 
く选い下った。だが、觸てなか 
ったという爭妾’は颗然として残 
「ている。やはり「菩敬 J で视 
「てしまったのだ。 

を日本が粘ればおるほど化る 
のは廉ドィッの地力である。 

ザィう一穂背は「杂 V クルを 
とる . わめにほ、どのようを乘け 
もを眼しなければならない」と 
語り、串泰、かなりい T ドな今 
回のスケジュ — ルにも、なんの 
タレ t ム ちつけな如った - 

轉.に锥 1 概 ( 莖驾は、雨巧機 
の大暢な湿延で、適手たちがべ 


ッドに人「わのは、試れ口の-あけ 
がたおくであつたにもかかわらず 
午前中には i 時間の綺晋をけい、 
試人口になると、立るで二！ rlu も 
前から-貴いていわよさな親で常場 
して苦た 0 

な辄では、かをりその差をせが 
めて「きている曰ぶも、このたくま 
しさ だけは、 どうしよう もない 
，里"となつて残つている。 

彼らは、バスーつで肖墻をこえ 
国隘試合にホかける。 

ナショナル于1ムに限らず、 ク 
ミプチームも全闻リー，ダなど.は寸 
ベてごの方法だ。 

それが巧らず如らずのうちに恶 
ホたちに*板相-を權免つける t 
とになるのだろう& 

ホ3本棠于も、けつしでおまれ 
た婦晋瑞墙やをおを件におかれで 
いるわけではなく、なえを許され' 
でいるわけでもないの.だが、まだ 
まだ、欧排の-雨選ホのもつてい 
るこうした，.巧でのパヮーには見拽 
うことがたくさんある。 

聯利へ0執盆も柬ドィッはすご 
かつた.。隙つためにはなりふりか 
まわなかつた。大间點舅戦、全日 
ぶとの最終戰で马せた引きのばし 
巧為やスト J リンダ。ぶぶはいろ 
いろあ-るだろうが、彼&は、ぶ死 
にな「て揽とうとしていた"腺ュ 
ことの貴おさを知？ているからだ 
ろう。モン トリす] ルの逍は、 ど 
こまでも共情で週辆で‘ある。 


——「ハンドボ—ル」— —I 

が年川月号(第拙号。目な 

_ 

了ジア太会裡目に .. 山 

モントリホ—ルへの逍こ ：：… W 
アジアハンドボールが…-…：做 
姐ドイツ岡隱賴菩試を 

全日ぶ® . . .. 倾 

を日本®* . ..-机 

お同輕類，：.， . M 

去兵が . 姑 

垒口本爾 . …赫 

を口本厘：：‘ . S 

最ドイツ殺にがぅ…： i ’ 帥 

全6木？|^を東西おな .*. S 

全国な専太を：； . ：閒 

戰臣甚赋太学师怪を醬巧：…‘御 
を鬧中学ホ大な凹规…… 

岡本を彰…则 
哉城：！おお巧 . . . 細 

燕化でミニ国括 . ’ . m 

客地の記錄 . . . 納 

陋目への指'言- .. 關 

磕集抵邁 .. ..神' 

〔表紙写真〕典ドイツ—全日本 
® .おがのお瞄"ボンシ g ウが 
骑烈な？ MT を放つ牌問 、 GK 
は本田 ( B リ則 R ■東南が語) 

〔撮影•山旧真ホ〕 
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志京ぶが皆誓•熊 


問題多いアジアハンドボール界 

アジア大会参加は果たしたが 

アジ互肌捉大会への暴加は、口ぶハンドボ ールがの夢め一つで 
をった。 

具が贈.な働きかけを、をろそる 姑めようとい うこと にもな っで 
いを.。 

普れが突然#実親。した。 日本 巧ホが 一つも かからずに成づた 
ことで、関贿まはちょっと首を ひわりながらも、朗報と しで 受け 
とめたものだ。 

だが、アジアの接 雑な情をは、. ハン ドボ E ル 巧をも、例外な く 
おし包みそうで、 前趙は、むしろこれまで 权 上に 波乱ぶくみで苗. 

る" 

アジア大会を加の：".厨 辺*と今を‘—，編崇部では、 できるかぎ 
りの情戟と資料を集み てみたぶ 


睾施説と見送り説と 

8 月別 口、東ドィツチ t ムと间 
雜 1 戦を迎えた南京かで 日本 
協を彼固は、奇妙な 会話をやりと 
りしていた。 

「アジア大会滝 目に ょぅやく入っ 
たょぅだネ J 

「なにを 云って るめだい、 その番 
歲はぶ還くりになった. ばかりだ」 

「そんな ことは ない。 新隅で誌ん 
だ」 

「そんなことはをい。 新間で見た 
ムだ」。 

を員 ばかりではをかった。 瑶手 
の閒でも、フアンの 閒 でも、 湯ホ 
もどきめ会 詰が かわされで いたの 
で-ある。 

種 あかしは ごうだった ゥ 8月の 
日テへ タン (イ うン) で熙かれた 


AGF 〔アジ了赫杖迸選評議 買 
をの結果として、多くの禪逝関搞 
は 「クウ^! 卜から提盛さおた；^ 
ンドボ t ルを了ジア読が大会穂良 
に 追加するけは、2$モントリ 
ホ—ル’オリンピックの瞭駆かれ 
る A G F 評議员会で巧横舒ずる.こ 
とになり、今回はお送ら.れた」を 
校えたのだが、 别日 テへラツ発の 
ロィタ t 竜と して 朝 口 だげは . 「A 
百ドはの日、 いンドボ1ルをおま 
競技に加えることを決めた。これ 
は タウ H 1 卜から捉果されたも 
の」 といぅ ニユー 义を揭けたので 
をる。 

稽威あ.る避報遺お関が、こめよ 
さな食いをがいを 見せ わのはめず 
をしいこと で、 ましで、 日本临舎 
は、 今 巧、 アジ了大会にハ V ドボ 


1 ル闽锡が採りをばるとは 姐っ \ し 
もいず、ノ！マ！夕だっただけに 
ををぶなしたのはムリなかった。 

結姑、口本思す团が爾国後 、 A 
GF 郭歳な会に出席したかたおも- 
から真. 概 の. ほどを推め よう、 とい 
うこと になり、ム—ド的には「を 
送り 溫」 の方に極いでいた。 

谓極的だった これまで 

というのは、あまりにも、この 
詰盟が濟逊に表面へでで全」たこと 
と、提案 国が、 これまで掉障ハン 
ドボ I ル巧ではとんど実镇.のない 
クなェ[卜であったからだ。 

もし、これまでに、アジア各国 
が、ハンドボ—ルを了ジアホ会に 
加え 尤 うという励急.を..し.ていたの. 
なを、 AGF が、こめ間虛を採 レ 
をげても、測に類妾はしなかった 
のだるうが、そうした端きかけは 
日本ををめどの 国 も、公或的には 
いちどもしていなかマとのでをる 

H ぶでは、 一 化お A 年 C 昭貼〕、 
第3回大 をが戚をで熙かれると‘视 
まゴた時、参加をげ務、せめでホ 
] プソ競おにで、もと話しなわれた 
こともあ「.たが聯の目をおず、敢 
ぶでは、もし、 一 おセ八年の第8 
回 大会が 福 岡 市で 巧われる場合は 
被 極のに 参加逆励をお開しようと 


いう話が 持 もぁがり、常秘理事会 
でも謡題となったが、福岡關禮が 
成らなかったた场自然消贼してい 
る。' 

日本な外のかせ圃でも、アジアホ 
会参加を郝姐としながら妈体的に 
は動かず、 3 年邮の耽、ミュン A 
ンホリンピッタ T ジ了ホ逆でィス 
ラ H ル、 骑簡、 s 本のけ表ぶがお 
」 がに集結したがでさえ、.时も詞し 
合われていない。 

最巧になって、ょうやく了ジア 
における^ンドボ ー ルの茅が忡び 
はじめ、 H 本協を，荒 W 窗粪现串 
段も「モントリホ 1 ルホリンビッ 
ク Q T ジブず 遇 時にを国ボ嚴っと 
ら 、一 化八 I I 年内-了ジマ太をを妻 
加目鶴に割き出ずことを話し合お 
うか……」 と 云いはじめでいた程 
政。をれも遽い先⑩話というニュ 
了ンみが強かった。 

意か、クウ HI 卜からの提案 

それが、タウ 王 I 卜にょって帮 
髓、な起固を原せた . 冯 . でぁる。 

タウ了- 1 卜は 、れっき とした 1 
HF (国 筋ハンドボ t ル連號) 加 
强閔だ□だが、その洁動についで 
は爲巧人口が r 千人、成入 巧 古の 
チ— ムがなわせて 百 巧度のことし 
か！：もず、国陆試をなどの実睛も 
おわって来ない。曲が凌よ権や十 
リン ピブク に参姑の 惹思讓 示を し 
たこと-をないか 

わずかに 3 年が K な王—デンで 


















[アジア競技連强非加盟国] 
を 倩 ◎ 

ヨ ルダン轉 


[アジア競技連盟加盟国 ( 29 )] 

T フが ニス タン 

アラ ブ宵長 国過韩 

I パーレーン〇 C タト部 情輔） 

I ビ ル マ 

中 国 □ 

ホン コ ン边 

イ ン ド A 

イソ ドネシア ◊ (本誌調べ） 
イラン 
イ ラ タ A 

イスラエルが 

曰 ぶ硬 

ク y ^ ル 

韓 阔庭） 

クウェート @ 

ラ ホス 

レバ ノ ン ◎ 

マレーシア〇び卜部情壤） 
モ ン ゴル〇 C 本誌調ぺ） 
ホ バ — ji/ 

パキスタ ンな C タト部情報） 
フ4リビ y 
サウジアラビア也 
シ リ T ◎ 

シンがポール 〇 (:外部情報） 
スリランカ 

朝を お まま義人島共和国ぶ^ 

タ イ な び卜部情報） 

南•ベトナム 


◎印 THF 加 盤圉 
A 耳！ IKF に加盟 ホ 請中の 国 

□日1 ハン ドボー ルを巧っている国 
◊巧 ハンド ボー ルを 巧 お うとして いる 罔 


曲 かれた第 3回 IHF トレ！ ナ T 
•シンポジウムで、クウエ！卜の 
お堪夏巧者といぅ大学教授が、 日 
本のけ弹を稱 巧 〔期お 目本 瞄督、 
当時八 王 日本コ t チ〕と 会 可て'いる 
のが唯一の，接触。で、 国際 常 判 
員お簿にも y ストアヴプされてい 
るものめ、実賴はない。 

そめクウ正 t 卜が AGF にがし 
てアジア大会 A りの凰香かけを巧 

とは漉巧あ実 I H F 了ジア巧表 
理事 〔日本 協を酣会長)できえ.「祝 

耳」 だったのである西' 

急載、一気に「案施」 

決まる 

ところが、 3 呂径 、じんどは各 
戚 '一せ いに 『クウで— 卜から措 宰 
るれでいた ( y ドボ ールを 加える 
問 鶴については、 の端な目の履目 
としてぶ加が決まった」と、 9 月 


1呂の A G F 評議員会決議を報じ 
たので去る。 

銅に.つままれたょうな もので を 
「た。 

2年後までお預けと 思ったのが 
わずか觸時間拓らずのうち に現 葉 
となり、 -T ジ T 大会" はがぜん 
日本" ン ドボ— ル巧に 身近な もの 
としで视りはじめた。 

仮に、モントリオ I ルでの AG 
F 評議員会で、採 ザが 決 ぉったと 
しても、実階に巧われる のは「か 
のかの大会 ご お八二年 どという 
みかたが磕かった のだが、ことで 
決ま「たからには、のィス 
ラマバ t ド (パ キタ クン) 大会で 
の実施がお望でをる。 

ミュンヘン •オリンビツタでの 

聞催ががまった暗と问じような 興 
普が身がの中を をり ぬけた人 も 多 
かった。 


いくつかの疑問残す 
だ•か. 「2 年を」がどうしで 「3 
日觀」 に変ったのか□そしてロィ 
夕 I 通信社だけが、なぜ 城 g の時 
点で つ 決定」をな 軍して 来たのだ 
ろう。疑尚は藻った。 

u ぶ紹を卑招掃におおいふ E ド 
で来がせた戟巧部のメンバ I も、 
この二つめ？について、いろいろ 
とお 湖を妃て、誌をはずませわが 
つまるととろは、 A でキロちはな 
れたテごフンでのできごと、 4扫 
前と 同じょうに 日本 か協や JOC 
(日本 ホリンピック妻員な〕の 彼 
員が帰国して. かを 間いて みょ巧と 
いう ことに 镇 ちつかざるを巧なか 

っち 

「それにづけても タウてート がわ 
正。 やる もんだ をア」と 云った の 
が 荒川邱爭 おだったが、 タウ ょ 1 


卜 からの提案 も強閒 といえば 疑脚 
さらに、今なお AGF ‘評歲貞を 2 
R 目 (9 月 1日) の歲かが、なた 
して 本当にけわれたのかどうか 不 
昭確 だとい5説も'ある的でをる。 

このを譚に岀 席した日本蹈祕者 
が、ぶ誌户 切り. 日までに帰間して 
いないおめ争情を詳らかにできな 
いのだが、テへうンから戻った 日 
ぶ体協のあ-るを刀彼島は「ハンド 
ボ I ル問題は 2 を禮まで測 上げの 
まま だが：：：」と U 本® 会の關い 
をせ に 首をひねっているなどど。 
これから 推しても AGF は 実に 右 
っさり< ンドボ—ル.の 追加を 認め 
たよ さで志る。 

普及めざましいアジア 

アジア 大会 採 巧が 4 から磅 
定したと して 話を遁 かよう。 

本誌の詞 べによると、 アジアに 
おけるハン ドボール惜势は翊表 の 
とおりで去る。 

実は、この表の中で、日本描を 
が直媛 手紙などを やりとり しで， 
相手の 抑磯を 驅語している醫はか 
いのだが 1 それ U しても、 読をの 
想 傲な' 上'に アジアにおける八ンド 
ボ— ル.の 皆及は遂げ.られつつ ある 
のではなかろう か。 

これだけの 罔を 部が、やがて I 
HE に 加盟した も 了 ジアは大巧力 
になる。 

現 巧のか 巧はヨ— ロッパ お、 ア 
フ リカ巧、ア メリみ 日、アジア8 
のが 則な のだかを、アジアの f. 
が 成れば、世巧還を推サオリンピ 


ッタでの ぉ 類 枠が 当 数 もおをのよ 
さに 「 I 」 に稱ることほない。 

アジア遇す 框、 了ジアみップ、 
T ジ アサーキット…写えただけで 
も楽し.くなる。 

しかし、 明かるい显砸しばかり 
ではないので遣る.。むしろ前遗に 
愤たわる課疆は、日本喘会にと「 
て'も、あまりにち雜瓣な 内 香をも 
つも Q ばかりでをる。 

パキスタンで"ン.ドボ—ルは巧 
われているのだろうか。 

铜外ま情に詳しい人たちも 「判 
らない」といい「これかを蛇め-る 
のだるク」といさ。 

IHf 加削圉が AGF 加稲面の 
うち 目 か 国に すぎないといろ 爭実 
も &不 黄。である。 

1打^^^渡が逊爭によれば 「Itt 
F は、 稱来、 IHF に加盟しよう 
という意思のある閔となら 1 その 
国が 未加盟国でをっでもを流して 
もさしつかえない としてい る」 と 
いがが*、 現時点に おける 加盟菌— 
非加閣區の数 比は あまりにも了ン 
パランスだ。 

これでもなお、 1 HF はアジア 
太 会の < ンドボ—ルを，を詔"す 
るだろうか。 

これから4年の 間に朝 お民半； 主 
雜人民 共 我国 〔北朝结)、ホンコン 

インド、イクタ、サウジ了ラビア 
などの 準 (破〕 加盟国が、 お加禍 
謡に なったとしても、かなりの数 
の試合に非 加盟国が 関係してこよ 


— 3 — 












3 年 前の ミ ュン- >ンオリンピック 了 ジ了予 運に参加した のは日ぶ，辟 国， イス 9 エルの 3 ケ国だけ 
だったが，をの複 T ジ T の ハン ドボールは盘述に伸びを， それだけに 巧適 も多い C 写真はミ ュンへ 
ン す-覆聞を 式， が年 11 ち 14 口 ■東忌 ホ 巧酷） 


ィスラ 卫ル 
と了ラブ請 
国と む碟翻 
な，関係。 
ち A_GF 
における 中 
国の 位置の 
大香さも、 
中 同が IH 
F よ加调固 
とはいえ、 
アジで； 
ドボ I ル界 
に'とつでは 

今盤、 近萌 
すこと•ので 
きをいぉの 
でふめる < ズ 

だ0 

.その、む配 
を義付ける 
よぅな火き 

なニユ t ス 

がすでに舞 
いこんでい 
る0 

中歷、 ク 
ウ H I 卜、 

パキスタン 
邱解民ち主 


若いスポ—ツ、とりわけアジア 
では新しいスポ—ツであることを 
T 打 F に認識させる逝为がぶ耍 
だ。 


中国をでアジア連强準楠 
こうした閒適はち力で「赃決」 
する 這が」 あるからいい。 

職が がからんできたら-どうなる 


義人民共和国、イーブク、バーレ t 
ン 、インドの たヶ 国が、9 月 4 g 
テ 人ランでな 嵩を顆尝、来年の1 
巧 か 2 月に 「了ジ了 ハン K ボ ー ル 
通盟」 を詔 足させる おめの. 準喘を 
むうことを 決めた、 という新 幸化 
電 (4 U 、 テ ごフン発) を中国通 
信が 日ち輩 おから臣えてい る こと 
だ。 

これは、クウ ユ！ 卜とパキ义夕 
ンめ 提案による ものだとぶわれる 
が'、 こ 沿おヶ 国のうち、 IHF 加 
盟国は 夕 なて t 卜 だけ。 

I 巧が の-ゾンバーである 日ぶ が 
韓国が、イスクエルがなぜ この 場 
に—妍 にられて いないのか。 問題は 
あま.りに も 度維でをり •深刻であり 
撰 妙である。 

被ぶ IHF 理事は 「地域述 鼎に 
£ hf 加盟 同によって椎成きれな 
けれ d ならない。井 加盟闺 だけで 
連合するヶ tK は了ブ リカの 一 西 
にも みられ •そがは それで 肖由 だ 
が、 をの中<^挪捕国や、準加强国 
が加るのは 間題だ」， と.とっており 
目から イタリアで 間 かれる 
萍巧回 I H F 給 会で請し を.われる 
のではないかともみ-ている。 

ま目される 1 HF 総会 

中国な ど 7か画が、来青早みア 
ジ了迎稱を巧 成することは、当然 
のことながらこれまでに示された 
萄国 などの勘きとは、まったく「 
則のもの」でるる。 


日本固会では、 9 月；^日の〇：：例 
常滞理事をで、この瞬題を話し合 
「たが、こ Q 速盟白が がま だ準樵 
中であることや、アジア大会実施 
問趙を吿がてテヘランでのをぼう 
がつ かめていないことなどから、 
与か靜賴するとと もに、 IHF 0 
でかたを盈守る ことにまとまった 

U 本協会は、中国で ハンドボ t 
ル裝巧の樞証が铅 もれた こと (U 
本誌前号詳骄)もあって、中 飼と 
の玻滿 について、 新しい ぶおを巧 
ち-出をうとした亲张に、 まるで極 
風のようにおこった 「アジ 了間顆」 
のた め、 すべで が 校手後半に 3 わ 
ってしまった感じをがめをい。 

荒川距串長は、縷製 たてなおし 
の-チッソスを、扣巧の IHF 幅皂 
としており、自 加ら 4 年ぶりにこ 
の 会萬への山席を かめる ほど、 敎 
恵を' I かしているな 

どうなるモントリオ1ル 
予選 

当画、アジアのハンドボ— ル 邪 
で間閣となる村はモン トリ ホー ル 
ホ リンピブク の T ジアず 遇(男十) 
を どう ホるか、 で 4 める。 

动畦毎： で曹- 加觀撫の-あるのは日 
本、骑 国、 を裤、ィスラエル、ク 

ゥェ！ 卜 、レバノン、 m ル グン、 
シリ 了迎日ケ国で ある。 

の 月 Q I H F 擦给 で.谭(版〕 加盟 
かの国が、どう取り做はれる かで 
恶「てくるし、中国が*ず筵 どう 


3 OC と結びついてくるかも瓦逃 
せないで 

さらに、日ぶハンドボール界巧 
*亩鸿問題"が来解決をのである 

见をは、 1 HF ノンバ I として 
のみ对峨することはあるとしなが 
も i の、協会.柴戟は、柏年 i 月のを 
国を露(評誌具を•强事会〕に於 
いて「中国み誌」を巧ちおしてい 
る g 本1、 JOC の態度巧蓝を. 
決めているのだ。 

中国ハンドボール巧の菌巧が明 
きもかとな「た城上、この組はい 
っそうを濃くなるハぶだが、1 H 
F が「お湾逊放」にほ「/1」时 
况稱をとっており、峭決には手間 
どれそうである。 

それまでに、中闻らの-了ジ了パ 
ンドボール違盟が粧成きれ、もし 
クゥ S —卜战化の閨のいくつかも 
护め/ン XI になっていたと 
したら、糸はい「そうちつれてし 
まクロ 

了ジア大を参加までには、まだ 
4 年のホ月があるが、疆決をせま 
ら靴て^る悄遇の拙限は、おそら 
ベ今棘から来寿ザ々にかげで、と 
いろことになむそうだ。 

漉ぶ 1 HF 即爭、荒川理事長の 
帰国を悼って、 y 屯協会は U 巧巧 
U に八主 M 評該员舎、理事会の巧張 
を決めでいる。 

了ジアホを実尴を喜ぶーホ^ピ 
ソ子とはをわないまでも、吕本楠 
をがかってない重大油局面に：た 
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lir 义回製が 

取締役社長武田喜王 

ミ が-わお喧ホ中[兰が* r 巧 u-iEi W おビル） 
i % す蕾が在■もぉ■幅 f 巧-*し战■ぶを 


明日を創る 


巧み巧づくりをはじめ、工業がから 
ち力-公宙防止技*まで、お巧•非齡 
ち■巧生をラインのシステムをつくる’ 
企な./それが大同が巧です。 




儀 L 


f ^、， 


新発売// 

/、ンドボールし E — S P 
•サイゴ 22 、目--幼，日 
♦ ホろ一 白乂ホホニツカう个ン 
ホX白オニツカすイシ 

• ¥ 6,700 


俊敏な動きができる新鋭—— 

先制哦 



競ほに遮した軽くて動きのいい- 

巧イれ一@ ぶ "—/I 


巧は おを左-义る稱を スポーツ 巧な ゴーみ一 > 二巧 Stt 神戸•太阪•ず巧•相岡*をモ显•加を•化化 
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第 2 1回 N H K 杯大会 I 



] K ホフマン 木野、中 井がどぅま 
とめてゆくか—。どんな試合お 岡 
に持って 呼くか1。贼映拟 上に も 
こぅした かけひきが 世巧の j 流 相 
ホ'にどこまで通じ. るか。 與味顆い 
ものだった。 

ホィブタルから2 巧 間は互尚の 
試な巧を。 『を 日本 もやるではな 
いか』 と 思わせたのもおの間だっ 
た。 巨砲が ンシ 3ゥが強烈な7 M 
T を かめて、東ドィッは 一孰にベ 
1 スに乗ってしまった。3 か ゴン 
ゲルが ゴ t ルホ啦 を、6かには ベ 
1 メが 切れ込む も 0すごい シュー 
卜を振露、 あっさり 310 とリ ー 
户を黯 ってし まった。. 

ゴ！ ル 斬でフリ [にをりながら 
も ディブ K ン スが舶 びかか f でく 

^クする中井 

(8 ぶ則日、案 京、撮影 山田真 市) 


p — が東ドイツ全日 本 運手团 —— 
v 監釋神野爭昭(日ホ太山) 
可コ I チ 或嘉仰 (n ホホ出) 
VGK ® 本 w 萍(大阪ィ！グ 
ルス〕蹈歳藤辑一啡 (日 体大) 
£> fp ③中井些二、感抱‘攝光 
一二、 興藤 中 恵 I 1、@巧轉博 C 
な上 大同製綱}、®木呀実 j 
主 帮/、 ® 责川昭、風措情貴 
摩 C 诚上詰お讓口巧、® 離円誠 
巧(大蜗違教、® が 藤要二 
(本田が 神雖鹿)、唾が々木祕 
1 C 二 賈} 、③有、 水辉一 ( 大版 
福 兽夕〕、⑩平野捣 (海上自觀 
躁卜綾； r 逾庵主晴明 (中 人】、 
風销 池が (早太 y 强蔚藤幸3 
(日 体大)、⑩が巧—(をぶ) 

0 巧数ず は巧番号。 


ると わかる とさも-に巧みを ri ンビ 
ネ—シ 'ョンパスを她尝か 走的な形 
でショ]卜をれつ。かと撑えばボ 
ストから 郵到 ともおえるシ。 T 卜 
プレ—でを日本の.反則を請い7 M 
T を取る巧妙さ。点を披ることの 
维しい城がのゲ t ムで、その雜し 
さをなんと.かしで柴り越え、得点 
し上ぅと-する"轉念*がまさに 現 
わ おでいた。 

一方を n 本は W 分過ぎからや「 
と歯 卓がかみかい 出し、 パスミス 
ホ！ バ 3 ステップなどつまら-をい 
ミスが をく なってきた。 本野にが 
っ 張られた おい菊地、 蒲出ら がを 
きのいいプ レ！を発禪し山した か 


柬 ドイツ、 攻守じ銳い切れ味 

国隙試合日本勢の健斗も目立つ 


モン トリえ ー ルオリンビックのを力金パダル候補•.ドイツ 民 お共和国 (東ドイツ1 おが 遲を滿 
2 泣〕 を 迎えた 国際 强善試をほ、スポ]ツ巧のを 目を 一貴に 集め、 8リ化 口から 9 月 8円までを 
围 5郁巧で6 試含が 巧 われた。 . 

廉ドイツは、を評どおりの 姐 織プレ I と 齊れた刷人はを巧みに 祕 いかせ. た攻擊肚が理手椎 
で7了プレ ー 質に歸やいた守値力にちのを 云わせを 歷 、切れ味 銳い r 南欧の強さ」 を 見せっけ. 
た。 ’ 

日ぶ 勢の辄斗ち U ぶち特に、 最終戦に おける を 口ぶと、 単独ながら一歩 もひかずに 挑んだ チタ 
ンピホン ■太 同诞爾〔愛如： J の 試な ぶりは 特舉すべき ものがあった。 反' ハり E 岡 長ら t 巧巧を 
は U : I 一空時廊国。 


旅の疲れ見せぬたくましさ 


東 ドィツの来日雜 1 戰は 
を凹 本との公式 国. 幣試合 1 
闷戰、 「逆 別 回 NHK が太 

を」 として 3月別 口午搔 3 

晒が がから梁京.悼巧飽で巧 
われた。 

審判貫リお藤雌が、お幹 

和 お、をぶ S 員りお廳金 

择八ム まお緑凤 U 人帶文她 

. C 缺お与干 riT 昂〕 


得〇 OUO 6 2 021 
田轉半野中み お 池聴 
お 藤 

urm 葡木藤中を 捕拉 

- . — 1 

区 P 

G F 


叫トスゥ， 


ルッ 


イ 


7 


壶ドィッ又ぶを S A 

(後記〕 小山敏昭 

^共 W 堪信注一 

壶 ドイツは、 前掩おそく羽田に 
着き、おかな鹏眠 I 化華はとれて 
いなかったはずだが h 早くもこの 


■トパ- 

ン C 

r ィミスタマゲ中 

-シソー/ 

ド ，/ ロ デン ン I 

占 寸ン*ル r 

けフヴガ P ヒべラエピ 

^n- nu4onz30^1o 

u 午前をには 一 時隅の練背を巧い 
旅の唐れをぶせぬたくま L ををお 
せつけた。 

今择のが巧遗よ権で2なになっ 
とのを始め、今や畦がめトップタ 
ラスに君視する或ドイツ。 

これ忙対して八王 n ぶはモントリ 
才]ルすリン ビックを ほ 桶してチ 
i ムを巧偏战、若手とベテタンを 


ミプクスした，新を f チ—ム。 

まだまだ全 巧め 呼吸ボまとまら. 
ない擴なを残してこの強破に挑む 
ことになつも。そんなを 日 木.をリ 


T 

M 


m 選 于ヶ—ラ—卜の媒蟹を マ . 
























東ドイツ巧日選手を摩- - 


レイニンダ•ハリー（がホ） 

ス^ コ〜チ 

ハイ ンッ.ザイラー（别才） 

ポール I ティ ー デマン（拙ホ） 

V ドククー 

ペーターリックけ2才） 

VGK 

①シー ダフうイト，フ十ークト 71 ( - ) 

@クラウ义■ヴ Y イス 關 C • ) 

©ヴィエタ -V 卜 .シュミット 4 ( ， ） 

VFP 

⑤ ライナ-■がンショウ If が U 7) 

③ ペーター，ロスト 加 (15) 

感 ユルゲン‘ ヒルデブラント m (9) 

⑥ クホルブガン•ベー ， y 日 0 ( 6) 

⑥ウォルフボン.ラケンマ/、 一 1 孤 (24) 

めハンタ • てンゲル 4 日 (4 ) 

@ヨシム，ピ ーチュ 52〔7) 

③アタ 屯 ル-ケーラート 42 (4) 

贿ユルゲン* 口义卜 12 (24) 

⑩デトマール •シュミット ： iL (幻〕 

強タラクス■ダルーナー 日 (17) 

- 0内はず齒の帮番号 
I 選早を横の数をはな或国盛試を化場数 
•お （） 内は 日 ぶでの通算 得点 1 6 戦） 


トヨタ，と共に躍進するセントラル 



神奈川県相模原市大山が 4 番 12 号 

TE L 棺標原 ¢0427) 72- 6 i 1 1 C 大巧;表) 
化入霉信 2872—205 サガミセン トラ ル SGM 


忌の差。ベテラン.に違慮してシコー 
I 卜を打たない若手の消损さなど 
が、かんじんなと，ころで燕轟きれ 
てしまった。相手は巧お鼓强の于 
—ムのひとつなのだから、咖を 
惜 りで やる. う， といった知迫がも 
ウ少しあればと惜しまれる。それ 
に今の-を H ぶは犬測艰キがそるい 
おみがあるものめ、同じタイプの 


遇 ホが多く、サィド.からの成擊に 
決め乎を持つプレ t ャ—ボいない 
ことだ。まともにぶつか「て勝て 
ない相ずにまともな曲擎をしてい 
ては能がない。な寧に変化をつけ 
ることが必堅で岩ろう。をういつ 
わ壺が n 1 U といウ.点華にあをわ 
れて普た よう だ。 


後半守りの乱れつかれるを日本 


帯2贱ほ、を S ぶと.の公を国瞧 
試が2回戰として 9 巧 1曰午 法 2 
時 U かから 典京 体育婚で行われた 
带判貝 U に 邸巧ぶ、を臨视光、な 
ぶ計時 員 K 大層文去、公式躯録員 
W 岡前義與 (觀衆ニモ 四百〕 

袁ドィツの f ^ u ^) 巧を 日本 

巧 〇 0124005010 0 
枯桿出ホぶ 巧 陳$輪池 

巧’斉本ず酷木をが症が滿巧背 
K 

G _I 

7^ トス.々 i 
V ツ 、 


P 

F 




ュシ 

ドシアン 


マ 


ススゲミナチラ 


3 

) 

〇 

C 

T 

M 

7 


ブ 

ンロ ヴツシレ-デ I 
、‘ : • J レ 

MW ヴがベラ JPHD グビヒ 
№0 0 5 445110101 - ^ 

.(後記) 大閱琼哉 

f 説売新聞一 

蛋敲 邸」 

試をの興妹はをホの立ちあがり 


で婿えた。 全日 本は後半がはじま 
ると、ディフユンスボ丽 半と ろつ 
てかわって 甘く なった C 攻めよう 
攻めようとする気持ものお追りか 
らか，守りの方がお茜ずになった 
からだ。そのずりの甘きを萬ドィ 
ツに巧みにつかれで、 4 かまでに 
迎梳 3 ゴ T ルされて 3:318。 点基 
は*あ「"という閒に陋いた。こ' 
おで試なは嫌ドィツの} ホ 的社べ 
(文。 日 かに担藤のジャン ピン ダ 
シュ]卜で 1点を おしたものの、 
その接、 巧 かまでに達疏 6 ゴ ー ル 
きれる をどをは大きくなるばかり 
け 前半、を R 本は内啓めある試を 
をした。「牒負をわけをがらぶホ 
でいろいろ試みてみる」という 巧 
巧瑞臀。世界の力べで破るために 
… と、：^ 監督が马えてきたプレ 
— を試すの-も、こめが參のねらい 
の 一つ。菜一戦のときのようにぶ 
坚过中央からの強山--人に儀らず 
化 霜、が巧をホ 型の テクニシャン 


らだ。义しぷ〇にを日本へ房った 
有 おも驰烈なショートをがち、乘 
ドイツゴ|ル'をおびやかした0 ^3 
かか柄な鴨中が鮮かなジャンプシ 
ュ—卜を喪き剌した。上宵めある 
東ドイツディフ王ンス呼の'寞か 
ち'、しかも期上を魁すすばらしい 
ジャ ンブシュ]卜どった。そしで 
W か、 巧 かを同じ形から 3 倘点- 
どれも不扇を喪いたとい『わ感じ 
もあ「たが、同じ形で3ゴ r ルも 
入るとは…。やはリ畦巾のタイ、、、 
ンダの貴き、シユ！ トコ t 义の.ぅ 
まさなどが発禪されたといえよぅ 
これに辨いを谭たを日本、如かに 
中 ホがゲットしで GI 5 レ J 1 点弟- 
まで近い上ピ、前半も 816 でわ 
ずか2点差。胁をを疲半に持ち 魅 
した。 


ところが.あ单、地力のをがはっ 
きりとあらわれ.でしまった。遇手 
ひとり.ひとりの遥麵をはを n ぶも 
あ-ドィツもそんなに"左はないが、 
やはりぶピ—ド、それにテタニツ 
夕となるとを CC 木はクいてゆけな 
い。 U 本が得意とするはずの速を 
でお棘をおもれ、またゴ]ル前の 
素述いげさぶりでディフ-ン K を 
クリ巧して、明か過ぎには巧—7 
と水を.あけてしまった。これにが 
し全 n 本は化かおきぐらいに点を 
驭るのが掉一が。フォ！クトの可 
りにシユ . ~卜はをく'ネットをゆず 
れなくなってしま「た。：ただの 
か、木野から猜地と棍いだがパス 
で決めた©が光る程度で、単調を 
か禁を顯0返ずばかり.だづた。や 
はり驢盒きれたベテランとの 

















東 ドイ ツのをはザンシ’ 3 ウ③とラケ ンマぃ一盧両ベテラ ンの 班/蛾のコン ビ キー 
シ3ンである《との 2 人の動きに 日本 守備陳は歲きれた 
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試ん口渡、 ボィター胜督は 「ロ ホ 
の 速攻は ずばらしい。また遇すを 
白任に 捉 い，攻寧めきっかけをつ 
くっていおホ 野の プ レ— もょかっ 
た」 といった。たしかに、この 日 
の 木 野は命日本の コント ロ t ルタ 
VI に ふさわしく、 兼 早い.バッタ 
パスなどで、 佐 藤、が 凹 も.のお手 
ををら せ、 さらに擦をみては自加 
らがり‘込んで ゴー ルを-あぜわ。 

ともかく邮平でみせたような碼 


めをるゆさぶり、そして速がをか 
なめに思い切ったな學を嚴開する 
なら-、化耶遇于楠 II 怖{東ドィッ) 
を十二位な至の盖は蜡消され 
撰る I 1 試八口をおもしろくするか^ 
知れない？と、見.たのは稱日だっ 
たるうか …；- 。 

エンたル赏2 戰当 ちが回目 

謡を胡い の課を日を迎えたェ 
ンゲル 遇手に 開を式で を n 本于 1 
ムからプレゼントが贈られた- 


京都で Q r 戦が彼にとって 摧 
凹目の 化或 国際 試をひちょぅと 
や そっとの ことでは 割じない。 

「大叫戰 も、 京都ホなも相ホの 
デキ がすぼらしかった。 止 直、 
苦戦だった C でも、 なにかめ キ 
ッカケで こちらがリズムをつか 
めは 化ず 逆.南で きると盘っでい 
たし……」 

3 年邮 からキャブテンの雨靑 
^ にある。 

「口 かが 于 木になるよぅなブ 
レ t を、 むがけている。 

巧に ピン子に し U たきれ た 時 
は 丰ャプ テンめ プ レーがチ ー 
:ムにがが 響して" V - る」 

今回のシリ [ズで 口 本は 得 
'度の 迹ながぶ発 お 「た。燕ド 
;ィッの帰呼がず视城 b に早 か 
I っ たからだ。をの览 頭を 墙っ 
I て白陣にかけ馬っていたのは 
I 如ホの彼で おる。' 

I ボストプレ—の巧き ちを 評 
^ がぁる。 パヴ^を盛巧なかで 
i いぶし 銀 的な担だ。 

'「口 本は賊術的には、が常によ 
いも巧を 袖っている。スピ！ド 
も ホしかない。しかし、吿れに 
顿るはかりでは、化が. の 上な に 
愈い こめない"もっと変化のを 
るぶ 整-と K ド’1ドを加棘したら 
.どう だろ ろ」 

: この 日本 賴は、これまで来扫 
_ した 甲—□ッパ勢とは 違 さ。彼 


問 

訪 

手 

選 


ブ 

ン 

ケ 

ラ 


もは、 口 本か化点としてパリ—. 
の不姐、ロンダシ-1!夕|に人| 
の掃ない ことを姐ず あげた 。1 
ラケンマ ハ1にいわせれ试口 ； 
ンダシ 1-1夕|も居るにこした 
こと'はないが、"ンドボ I ルの' 一 
面むホというのは、 「やはりスビ I 
1ド' 梨化、 巧巧におる」 とい I 
うこと にな 〇 「我々 の- 于 1 ムを； 
瓦て' くれ」とい' うことになる。 
「日ぶ は、その 点ず レイ 十 t 
忆戳 しょ ラ性があり 音 驾なハ 
ズ だ」 

スタミナを 考えて、ザ イラ 
] 監督 も棘を 大 爭に肢 用し で 
いる。 

「なんとか、 モン トリす[ル 
まで巧 瑕りわい。 

金 パ*タルをホに してが 退す 
るのが 夢 だ」 

寸 でに W 年近いナシ3ナル 
プレイヤ！生が。 

「いをいろな国 ；^いつたが、 
日本 ほど ホ ばらしい 巧はなか 

つた'6 > 

多くの 円本 人と巧〇をい にな 
れた思い出を大切に したい。 

それに： n 本の フグン」はなん 
とフょ了なんだろ-う。 

械が R 本を 奇に いったよ うに 
彼のプレ ーに醉い、 彼の-人柄に 
槪れた日本人もかなくな かうた 
ハズで苗る。 


をお人、 两 サイドをいっがいに 佑 
「た K ピ I ド Q 苗るゆさぶり。右 
がダメなも左と兼ボ I ルをま 
わし、 子ヤンスとみれば ス古イプ 
レ [を、 さらには 白 陣か もの速を 
と原撃はぶ联。おかげで 腊中の 膊 
おおがる 中 虫からの ショ—卜もホ 
きた W 2 — -2 ^ 41 4 とを くの お 
格。 靴、处 かにたて揣けに ゴ—ル 
を 許して、 2 ぶ差となったが、を 
日本の変化な皆は昔冀に 1 点ずつ 
を逼した。をして§3かが砂に 東ド 

イツがラケンブ^ 1 の' シみ 1 卜で 

日点日を ち.けると、を 日本も路了 
3释前の如せ 的 秒にを瓶が、 ホが 
ら巧リみ 一んで i ぶ 基に 食い さがる 
など、挺半に望みをつないだかだ. 
っ たが… 。 

「日本は いいチームだ。けれど 
ョ 1 P ツバの強燕と、もつと試合 
する. ぶ 要 ボムめ る」 典 1 K イツのザイ 
ラ！ 監 軒は 第一 戦が終ったとき 指 
幅したが、後半その挤験不おと若 
さが 一度に扣 た。立ちぁボり闷涵 
巧的不 乾-おさかを攻ずとも 中堪半 
ばになっでしまったからだ。 

この全日 本にとって禮しまれた 
のは關ホ那进め指々木の報雲。独 

をで ノ ^ "マ^~ クの-シ み* ~ ト チャン' 
スをつかみながら、思いがりめ悪 
いシ^ t 卜で 同が (8 18 ) のゴ 
1 ルを 迦 したが、胆い切って# っ 
て 含まづていれはあるいは 後半の 
守喘の乱れを 防げた かも 知れな か 

った。 


















tl • 2 戦を智て - 

技術評•度辺歷寿 


菊 1、 2 戰 とも杂ドィツの快隙 
に終ったとはいえ、全 S 本の选を 
養成■強化において、いくたの 
，観峨 的 1が稱たことは、を 
徙の邸化に 觀立 つものと考える。 

巧 1 職の抓夜、日本め地を踏ん 
だ责.ドイツ忆财して、を日本に離 
槪岩るいはぶ〔戰が期待は茄かに苗 


リンビック 補化のため、< 王 日本が 
欧 W 遠征(如年 5〜6巧い した時 
その疲班醒を謂べたことがちる が 
が垂の閱赃で、かをく.とも7^の 
日問は述動胞 力瓜び身掉的コンデ 
ィシ3ンに蟲い齡强の あ， ることを 
如った。 

辟に 則她到着褚 3 口間は、時差 
の影響が大で志った。 

しかし、 乘 ドィツは、.強戳な意 
おと 体力によって、 それを解決、 
近い将来^ンドが！ルを‘ 上 悬職半 
]ムを梁き上げる でもろう泰ドイ 
ツ の截気 をはつきりと承した。 


を日本はずり巧强化背成を最大 
の目！！’に、ボディアタックに重点 
をおいての練興をつみ、その成梁 
を邮半に表せ得たことは、今後の 
猫化に杂ちとなる秦象であった。 

盛1 一戳は、廉ドイッが疏振れと 
スタを ナを考えて、遅いベ—义を 
操ったが、巢巧はさ寸がに手商く 
先巧したぶ 

を日本は前ザなかぼに、藤中の 
中取から防禦阵ををけ、を具を相 
手におけてのシュ E 卜が決まりは 
じめ唐础を苗げた。 

立圳半の3点策は.、を日ぶ にと っ 


て弗かお擊できるお措巧にあった 
のだが、廉ドィツの時間巽過にと 
もなぅ{八のない谨を階と稱点配み 
はみごとで、結品、を日本は日な 
燕で敗れた。 

全日木は、がンシ3ゥを中ムと 
ずる中ホより-や平をからかお攀を 
予涌した陆謂シフトで前半は成功 
したが、暖半の防避は前半の雜み 
のある吊い蟲きをぶせることがで 
きずラケンマハ[のホットインプ 
レー、ポストプレ t により得点を 
重ねられた々 

带3戟も邮 R と同穂、を日本は 


酣毕 一二 本のセ米ス 〔 E の反則をだ 
し，ながらも、辑 1 戦ではみられな 
かったお薛、が 巧 コンビによる 

「空中 攻華」とを廣の绽 化 あるシ 
卜 によって 1 稱 点を 量わる こ 
とがで尝'早い上みのぉる強い防 
變策もまとまっで東ドイツの 波擊 
をうまく 阻と した。 

またこの試ムロで.切めて 画 緩 試合 
をお験した 其 藤 CGK ) が、 棘 方の 
が防類に助けられたとはいえ、 相 
手 の邸カシユ1卜をストップ、 彼 
にとっても自信をおわだろう し、 
全日本に も大きな， が産" となを 
う。 

しかし、懷毕はやはり東ドイツ 
脚ぺ|スに錦われ 日み 8 IU、 W 
分 9— 化、 巧み 3— 口と差を M か 
れた。 

牠にがンぉ-コウのスナップを 活 
かしたち脯かもの強烈な免のよう 
な速さのシユ—卜は 昨年 杂日した 
ユ I ゴの遇于な上0ものがあり鑑 
噪ぎせをれた。 

八 上日本は > 错半になる と 前半の 
はだし さが化け、湖待していわ 潘 
生のロンダシユ .-- ^ も一本にとど 
まり、 来ドイツデイフ H ンス化当 
りの 為る 防禦 陛 Q * 強さ，を再設 
識きせられた。 

2戰を嫌じて 目を ったのは 日本 
の彼 7 MT で、 ある。 1;戦、 2 戟と 
もを 日ぶ をともれ、第 i 鲜は 5 点 
费3 戦は 4点 •を‘あげをれお凸 
(な下かち。革者は 日本 協をおお 
部長：} 


つち 

過まに粗 どもが、ミュンヘン ホ 

「ライナ t •ボンショウだづで 
ビッ タリむ を 前だな あ」 

ホ 学 化 7アン.が、 太 発見した 
よぅには しゃいだ。 

野 哉の- 彈みフィナ— を 思わす 
找速シュート 、この 子たちにみ 
ペル や遺味の違いを教えてあげ 
るお裝 はないだるぅ。 

まさしく。 ライナ ー •が ンシ 
ョウだ「たので あるけ 
—— あなた のシ j I 卜 め すは 
をしさに龍いている。特別の綠 
恩でも？ 

「化ホまで 陳上讀 お(投てき) 
と" ン ドボ ー ルを しでいた。 

蛙上の 强齡が 巧きで，いる だけ* 
で、特別なトレ[ニン グはして 
いない」 

もうに年前の請だが、 とこと 
わ「て、ス君スラと な ご最而が 


録を害いてくれわ。. 

やり投げ W mw 、 円溢投ぜが m 
洲 、搁 お投げ 巧 m 即. ：1 

いずれも U ホの畔に-マ]夕した 
という'。 ' s ぶの インタ ー :イな 
ら山愤にがいこ.知-る。 

—— なぜ <.ンドボ！少を 
「チ]ムスポ r ' v の-ほうが窠しい 


なで巧ぶは.思ったほどの大豆点で 
はない。 

むしろ、贵巧宗たもを感心させ 

たのは、をのがが力でをる。 

単なる"骑ち StU ではなかった 
のだ。 

柏をチ]ムに财する智察も瑞い。 
「日木は、今春の世界淫ホ棺より 


ガンショウ選手訪問 


と思ったからだ」 

けして長身ではないが、胸ぬ蜂 
ががすごいし、聰はまる.でお太。 

ボィラ[臨巧にいわせるとぶ格 
的シーズソが始まったばかりで r 
こ.の擁狂、彼は必ずしも好コンデ 
イシンではなかでた」 

口本側め挪底的な"酱戒".にあ 
つたこともあるが、を日木獸4試 


はるかによかったが、 相変らず ム 
ダな動童とパスが癸いし、プレ ー 
が単融で.おを挪み疑い a 
前ザよいが、後單もろいといぅ 
のも者えなくてはいけをい。」 

— - nr 本で月についた避ホは 
「をんといっても旌中。それにが 
巧、 木晒。 GK はどの チー ムもよ 
かったが、特に大椅の-柳川の斗志 


に感ふした」 

—— 今、世狎で摄補め プ レ.. ィ 
ヤ t を選ぷとしわら 
「(かなゎ考えたあげく〕 G 弦は 

ル. I マニアのぺス。 

FP はユ1ゴの ホルバット ( 

昨被来日〕が絕を力で嚴高、 ホ 
撃ぶだけならビルトラン 〔ル—— 
マニア〕になるかな」 

もうすぐ抓ホ、 モント リオ f 

ルまでは、という □ 

劣えを知ら•む K ピ I ドと、 ま 
す棄す W 熟する であろう テク ニ 
ッタ。あ人•ガン ショゥの，道 
端"はと どまるところを 知らず 
皮がりそうな 感じた。 

(ラ ケン マハ—、 ボンシ3 ゥ、 

ベ— メ (U 君〕適す1は-辟畳 
で 普及委員に適訳 翩いました) 


9一 
















退—— 
1 — 0 

2 — 玉 

3 — 3 
4—3 
5 — 3 

8 — 7 

9 — 8 
12—9 
14-。 

16— 14 

17— 17 
19-17 
19—18 



大同めーホもゆずらぬ試をぶりは「腺利」を期轉させ賴おをわかせたが惜しく 
もぶつきた。ボンショウ'タケン マ/、一 らのカゲにかくれでいるポ P ■ロスト 
の遮禁:とポストプレーの巧きは南ドイツ巧:堂陣0晋味をいっそう增していた。 


(撮彭-光島職施） 


巧 ド尚 同 同 同同：！ドド ド 
智大戒大大乂ホホ大 東. 梁泰 

合 か分分かみホかかががみ分 下 
式日ぶ巧如沉5ぶ巧抓如郎 
^辛半半ザ半半半ザ 半半半 
- 前前前前前前 渡を 後後お徑橫 


二戦と もりー ドを 奪われたことが 
なかった。モれが 3 点も基をつけ 
ら-れ た。 さらに 立 h りの 5な 問と 
中盤の 巧 か 問、大局 巧がディフュ 
ン K にあって無得点。 彼らにとっ 
てこん な搔駭はほとんどなかった 
ことだろう。 それでも 前半終了3 
分 ほど 前から-ボストプレーをがみ 
だしどうにか前半は i 点差で終っ 
た。 

德ホも大商はいいム1ドで、リ 
I ドを 保ちを がを 試 か を迪 めた。 
しかしの が、 藤み が2か隅退場、 
こ拟問に2 点を 尊われた。しかも 
::点目は祕中の退場時間ボ過ぎる 
の•を待‘一 J よ弓なパスワ！クの時、 
ミスが 化て稱点 されわの-だから 大 
きい。 

南ドイツはどうしてもり ー トが 
奪えない ため、巧 か過ぎ、 GK ち 
パイスから フホ ー タトに 巧えた。 
バイス もが守を見せでいたが、 や 
はり フ 4] タトの 方が FP にお、 む 
盛を与える よう だじべースをつか 
んで 迫い' あぜ、化かに P •ロスト 


「た興中が禪断ょく也った加廊に 
バス。加鹿は中みやや右から I 人 
この述化に.あいついていた衆'ドィ 
ッの遂于をかわすょなに切れをん 
でシュ—卜を決めた。去のあと東 
ドィッに3点述取されたが17 M 
T2 本で追いつき、さらに息めお- 
った ri ン ビネ —シ.ョ.ンプ レ！ で盖 
を店げた。とくに削み、ぶの中が 
から中巧の曲中へバスきらにホに 
をり故ける 中 ホに摩中がバックパ 


ス中井がホが度巧おから 得点した 
ブレ ー は見ホだった。これで 6 — 
3廊陣寸る胺、旌中と中 ホが 顔を 
お」 をわせでからはやった。いけ 
るぜといクぜ K チャ—をした。ベ 
ンチも幡の谭エ J たらもこれにる-底 
る。全 H 本にはないム ー ドだ。こ 
こに「部員全員ボ见おのょぅなも 
の」といゥ大间の子 I ムヮ—夕の 
上きを瓦た。 

おドィツはを日ぶとが戰した I 


大同製鋼大魚釣 y 落す 

残り4分惜しくも力つきる 


馆 3戰 ，大同風銷 C 愛 お}との-試 
をは. 9 巧 4 口午撞 6 時 如. 巧からを 
も堡•爱巧照体ち飽で巧 われた。 
蒂判貝 H 郁お 己一:、 舆.巧 ホ志、 
〔欄が 巧 千) 

東ドィブ2^而7加.が 乂间製辩 


得〇 3 3 2 曰 3 2 

而兄中雖ホが輪架 

は柳膊加中が化卿 


K 

G 


戶 

F 


パトスウト 

"ッョン ハ ー ッ 

イミ イ- ラス マゲ 、ス.チ 

ユ シブ さ ユ 

ドシブデジ‘ ン-シ ロ- 

イ、— ンル ■ケ r • 

相 W ヴザヒ P ラエ女 D J ビダ 

哨 〇 〇 11 5斗 i 3. ひ2 〇 3 
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ぐ そ Q 化め山摇を〔お：〕 G K フォ J 
クト(巧〇】 

C 褚記) 改巧智萍 

、，瑚 R 新聞を'^ 

'，おも屋逊動 部 

山が2化めをドィツナツ3ナル 
チ—ムがやっとの思いで晚った。 
しかも虽廣の 1 み間シユ—卜め患 
ぶさえ.見里ず 1 ただ滕つために脾 
問を掠せごうとする戰法までと っ 
で；：’。某逗えせがをれだけ大同 
の出来がよかったし、大同は腺て 
る試をを落したともい免る。 


「ひとあわふかせてやる。なけ 
るとしても 日 点集内」 中 换監暂 
は 一力 月 献上^ 前のお巧中旬から 
こういい輔けて泉た。ところがた 
のみの GK 柳川 谓が坦背をわんぎ 
したのに 梳き、 A 巧ホにはベテラ 
ン野田が.旨喊を手茄するというデ 
タシ デントに强われた。し.かし 柳 
川は癌み も拓 のな射をう『でビッ 
コをひ善な が もも化場、 卸の もプ 
レ J こそしをかったが、ベ：\チで 
辆々とした指示を与えた。こわが 
y レ—ザ[にと「て褲种のに大き 
をす えとな 「ていた"試を皆中妈 
瑞靜 U 「本当にみんなょくやって 
くれた。あれだけやれたのも ナ— 
ムワ！ グめ r 担きがあったからだ」 
とい i ' た。 

大同は辄鬼がお ドイツの 中ム 
湿‘ をザン ショウに ビタ っと つ急、 
性のアレ t や バス中ツトのゾ—ン 
ブレスの上うをデイブエ.ンスをし 
いた。しかも滞しい当りで 早い 時 
点に.つぶそうとずる。「けがをお 
してゴ—ルを守っている商のを担 
を ホし：でも顆くしてぞるう」の気 
梓があるからぶがの尹 f フてン K 
だだから輕- かっお。 她子 I ム 5 か 
閒搞梅 点。 そしでホ 巧 点は大间が 
あぜた。柬ドイツのミスで球を巧 
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の 7MT でぶいっき1弧が再び 7 
MT を辖て、今•班はがンショゥが 
決めで逆牺した。 

この也と大同も二度お点に持ち- 
込む シ—ソーゲ t ムを献開。 さを 
に2点差をつけられたあとの.終了 
1か如砂前に松版が決めで1ぶ盖 
としたが、東ドイツの 1 か轉逃ぜ 
ぶみ作戦にあ「で顆をのんだ。 

腊了 4 か前、挪 W 実のノ1マ— 


夕 Q シヨートが決まっていれげと 
いぅ惜 L い愚洒もあった。 しかし 
「世がの GK を デタめ 棒に する」 
といわれるガンシ- コウのシ 。—卜 

をた て絡けに2度も化いだ GK 柳 
川の活雜、邮ホ巧なと後平か、 
1点壺と沮まられた府、稍おしで 
チ—ムに余裕を与えた加藤ぶプレ 
I など見るべきもの-が妾かった。 
だから慟壳はおおい'にわき、胳盤 


の攻飯ではかとつなとつのプレ！ 
に墙んな声挺がとぶ。 C ン ドボ！ 
ルで 四千ふおい揣跟がこんなに巧 
常したのを初みて見た。 

"猎熟"にわく ロッカ I 

0: …良か終 Y 按の - KM 拽單は、 

ま'るで'腊もチームの ，よう. に、 H 本 
協なや城お被質をちが次々に訪れ 
て「いい試合だった」と運于わち 


の闻をたた与/その姓 斗を たたえ 
でいた。 

ほめられれば、はめられるほど 
選手たち は、 口 偕しさがつのるよ 
うで、誰も照り.こくる。 

插も报もつきはてた選手の輪の 
中から、頤岡をお補きせた中转火 
驰盤督 が 山で、 記者巧と版がした 
が'、ここでも 「あの 時めプレ ー が 

. 」 とかつもク少しをを こで… 

… J といった惜しい ふり 返りぼか 
り。 

そういえば、 化年前、当時 凹界 

2化のル— マニアナショナル 〔U 

人制〕にけ一じと惜取 したを芝補 
工大め披を(雨京小石川珪 1】 
も、このような覆扭気でをった。 

女子実業固が前座試合 
〇…… ぶ古屋 太をでは ブラザー エ 
業 (要知】 X 巧 立偏冰 U W i でプ 
ラザ！ 1京 郁大会で陆なお場蝶. 
(骗本) X 曰 亦ビタ'々—兼.城) =2 
—8 で 立おりと、 前座試なにホ于 
有力実業— の力—ドが辑まれ 
ファンの 關必をがんだ。 

4于！ム とも、歌城 国 惟 (の 月) 
に出播 がが まっで おり、銷好の 脚 
鸣戦。ホットを强稱 となったが、 
口の强い碰中は 「看板め東ドィツ 
戦よりお戟が期待できるし、面 ， S 
い」 と吉っ ていたが、.ごの 寅が 口 
本逆手に間 こえたの4,名す居 ( 
大同 梨满)、を都(を H 本〕とも i 
点差の惜巧 。「さすが貸なも」と 
男 (？) をあげた。 


ハンドボ t ルを本格的に始め 
たのは U ホからな ロッ パめ 
一流遲 ホではめずらしいケ IK 
それかを 3 年径 、一 もナシ 
。ーナルブレィヤ I 陪なり ミ ユン 

ヘンにも化た。これまわ異例の 

ぶ 世，。 

非凡な 素 製の持ち ま、 といえ 
るだろぅ。 

掃来への挪待も大きい。モン 
トリオ] ルでを/ダルを とれる 
かどぅか、城巧プ レ— が一つ ど 
のカギといえる。 

「金メグル？、とりたいもの 
だあ今年の春(化が選を摘〕は、 

まりにデ丰が愚すぎた」。 

ザィラー監辑の敲献ツず？同 

辭齊が ゾ冲シ n とキ。 I パへ コ 

1 チに行った際、お伴を命じも 

れでいる。 

「キュ I パはまだまだ。 ヨ— 口 


ッ.パおかでが、をんといっ.たって 
因本がいちばん掘い。」 

日本のチ I ムに了ドバィ义は？ 
「玻擊はいいと思う。問搜はブィ 
フェン K だ」。 

どうしたら いいだろ.ク？ 
「いるいろあると思クが、やはり 
绪戦播願を積むこ.とではないか」 
スター ト の-遅かった彼が、 日 浅 
くして少ショホル人りで.きたのは 
怖留タラブがガンシ 3 ゥらを摇す 
る エムボ ー ル•ロストッタをい ク 

越一流チ]ム。「国内1部リーグ 
やクタブ間国隙試合で、ちまれつ 

づけをからだ」と'いう。 

彼の詔明に上ると、ェムボ]ル 

•ロストッククラブには勇々おの 

チ]ムがあり、化め 上うな 眉にか. 

けられる。 

年 A 、 レベルに応じで搞尊が搁 
がととのえられているのは、なん 


クロストッククラブの梗成 


とも燕しい。 

彼も 品す までは 1旱で 、そめ 
南とはタラブでのんびり"ン ドボ 
I ルに报しむつ もり」 だそろだ。 
モれだけに 『モント リオ！ ルでは 
どぅして屯：，」。 么年睹、抓ホ。正 
に 姐が乗り興「た 時 だ。 

を 固ぬ盛征 では..、第 2戰を終っ 

たをと急に体調をくずし*间巧の 

ド タタ—•ルツタ から 巧腾 疾患と 

診断され、ザィラ ー 篮督に 「帰国 

命命」をぅけた。 

「こんなことは初めてだ。風が を 

智 たかったのに . J 。 一日も巧い 

をげを祈りたい。 


ベ—^選手訪問 


—II 





























は街の日立 


綠じつつまれた近代的な工場で生まれる- 

クールな世界の代表選手 


百。臣を C エアコ> 

RAS—229DY 


ダイナミックな生塵設備と徹底した品寶管理 
のもとに、く巧術の日立 >にふさわしい製品を 
世に送りだすため、たゆみない舆力を硫けて 
います。 


HITACHI 


おホをお 曰を製化而ぉ木工場 

賴木県下都賀郡太平町富田即〇〒巧 9-44 TEL .02824-3111 











































全お産善戦及ばず 

松岡11 ゴールの 活躍 

余裕示したまドイツ 


TFt 


スボ - r ツはまきる較び 



ァテ V ダス 

トレーニングス-ッ 

Made under Ad 时泌 license 


adidas 


第 4 峨.、全兵掉 と. の 試を は 9 ち 
6日午披6時^^がから-却尸.15^ 
お肯館でわわれた。 弹制員 U 岡本 
克冀、诗拇豪 (规舉 II 1 千〕 

柬ドィツ 如(淵 iu ) 如をお距 
0 213 nono2 0i 

麻销库库雜祀庫が庫銷ク强 

則兵.，，舆お. V お兵 兵ち 


7製77ちゴ7製 


玻 


托ぶ S ぶ S 苗ド氷芦 

ちス神 K ス韩スススス.神垂神 

^ C cc-rvf-ccccf/t^c 

[野；か田骑陶上 山が 本ぶお 

上 大風语松 中 巧橋巧 
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プク 


ツン 
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r ン 


スナ 

口ーラロ 


ト ュルト 

タチがミ' 


和よ * 儿 


ンシ 
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M 


ミう 

£_ユプシ 

廊ホ，心ン 

フ W ヒ が-ソ J ダケ f ピエ D 

巧〇 01299曰1430 曰 I 加 

皆 この陆の W 竭媛手、〔お】！ 

庭山(スリロ-^兵庫〕、 H 辕(韓輔 


[ゴ お .1 巧 二音 〔が 年9 巧南京)リ 
中區如—:^ 京拖爭 を通披(む年 y 
巧、 京都〕にかぐもの。 

両チ] ムな計 抑 点といぅの.は、 
ちょっと例がないが、推外に 出て 
となると西ドイッ W I W 日ぶ 〔.が 
の 点、 把 年 i 月、巧が 通手摧〕 と 
いろ义コ了がある。 

化固すームに邮点を霄われた.試 
ムロとしてはチー-一 1 W 17 U 本 (細 

年3 巧、 世が選手 惶}、ソビエト 
WIW 日本 C 同)など夕 

ホ お 庵のを"なの.たみに一つ。 壶 
欧の一流ナシ S ナル于 E ムから 如 
点をもぎとった 日 木 于 ] ムは全 兵 
邱ボ史上辄。 

こおまでは 叫 年 6巧、 を口本が 
ユ！ゴからの点を晋ったのが最袖 
だった。(数字はいずれも巧す。 
本誌調べ) 

来年の安流具が化せず 

in 本協会 •焉川淸巢理 李長は9 
巧 W 日夜、责 ドイッ 遇手団 々咳 R 
•ハ y ] を(おドイク協会ま赖拭 
長〕と、来年 城 降め交流について 
請しあいを巧った。 

来年の第 2巧 巧流は、： n 本側が 
遇怔しで行われるでをで、荒 W 雨 
享 長は「古子交流」をほのめかし 
たが、ハリ！巧は即答をさけ， の 
月の T 凸 F 絵を 席上、 巧鱼ぶして 
撮 討、 を田第を 両封格 協におすこ 
とで一応、 惠見の一致ををた。 


ムロ商)、塊(明石南赢)=いずれも 
得り、〔ド】！ > GK ヴグィス禪 oa 

* )) 幸円まを 

(還 攝库 3) 

この太 会は 兵岳恥協会創立の周 
毕語盆事業としてむ われ、 県内の 
トップタタスによるを兵讳 がが戟 
した。チ ーム福成は スツ ロ—兵を 

〔を日本教概員3化)を中 ふに卖 
巢 凹から3 を、 タラブ1 お、高校 
2 栽。 県民、 C ンドボ ー ル 愛好苛 
フアンの 期博の 乂尝 さは 観 强者数 
から. 見でもわかると 思う。 

戦が からが 丸—技術と もにが 段 
の垂があることは周知であった。 

ブ アンの 目は $0^のトップレベル' 
の，ハン ドボ 1 ル •を自分の目で 
たしかめ、 今後.ハン ドボ！ ル蔬段 
をむ う 上で、磯しむ上で如柯 にも 
のにするかにを がれていた。 ぶ瑞 
巧のハン P ボ]ル擺投に対して-巧 
認融 をしよさと するを黃を翼摇お 
は スタンド巧熱站から 磕じ 、銭け 
とめ もしたので‘ある。 

試合は、案 ドィツが、 r ナショ 
ナル チ I ムと 0 が戦ではをい」と 
いう緊張の ほぐれから 玻 守に大た 
んをプ レ—を随所に 見せたため、 
勝敗を 度外視してブ アンは おがに 
こ の チ！ム の.持 つ特をと爾味をた 
ん の-うしたことと 凰う。 

§が如。つまり、1 巧に1ぶの 
得点、 そめ 得点が両巧共に 実に 巧 
譜をともをったプレ—によ. つで巫 


み化され、八ンドポ ー んはずばら 
しい K ボ—ツだ！と 全 掘衆が聴 
く眼中に狀めて脉「わことと强わ 
れる。 

全兵がも勝敗にこだわることな 
く、ベでフン-化 山を 中、むにし 
て、お岡にぷ]ルを黑め八 上 貝がの 
ヴ0びとブレー、^か过|6、 如 
か t - I じと祉斗、搔半忠地力0基 
があらわれたが、憶せずの点の得 
点をした。東独では前評祠どおり 
左閱ボンシ3ゥのスナップを巧か 
した矢のょぅな廬さのシユ！ 卜、 
ラケンマハ t © ボストブレ3巧副 

当の槪髓さがぶり、日本では今彼 
しげらくは基堤しないであろぅ2 
抑 プレィヤ 1 •ケーラ—卜のグザ 
ソプシユ ー トにも目を見はらされ 
た。またスビ]ド堅かな変化から 
抽をるセットプレ！、ブロックで 
レ—、 タカィブレ]などハンドポ 
t ル銳拔の 真 臨をファンのために 
振開してくれた。腊耽はとも苗れ 
胆界のトップタラタのハンドボ— 
ル競技を目前に し' たことにょっ 
て、 お民愛が谐へ音及商で志かな 
る成思を収めたと罐睛、盘義ある 
乂尝であったことを終りにがしで 
おきたい。 

惠欧寶 か。 り初の別得点 

◎ * 「が—如」といク大租戦は 
いろいろな記録ををんだり 

日本で行われた国顆試合 (了人 
制〕で 細 点差の敗做といさのは ユ 


13 — 























ディフェンスの差が勝負に 


某 5 戳は、全 S 本とのなぶ！：睹 
試を 3 回戰 として9 月 7日 午後 2 
お 6 がかを大胁市^体^で巧 
われた9審判白^お藤陆光、悼鲜 
巧ま、公式計時員 U 岡本茹彩、公 
ぶ記錄員 H 丸 間- 淸 

(觀誰凹干■補員：！ 

一巧 全 B ぶ 


最 ドィツ 如' gu " 

得 〇 0410 王 王0 0 321 

口田呼を 野井中 逝を 川鹿田璃 

才撼 

ぶ斉を木 中 藤练爾津 怯 村 鹿 ； 


円 


K 

G 

トスゥ 【 

J - 少： 


P 

F 


ル- 


ツク， 


. j ラ-マチススゲミ 
】 シ【ブラ/ ロロ ュ 
ホアン ルげ-ケ r • ン；^ 

ブヴゴダヒケラピ J P ェ D 
巧〇 0 2 330134212 
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T 

M 

7 


^y 

3 

C 


如 


))- 

系記〕 


秘本ず正 

、お目新聞を一 
一大阪運動却」 

0…‘： 東 ドィツのベ T スで 前毕は 
試なボ报雌した U 立ちあ-がりの2 
か、ヒルデブラント がいきを り、 
强烈なシユ]卜をかめてが制。こ 
れです「かりをいづいた葬ドィッ 
は.百なにはラケンマパ ー が渋める 
など化かまでに5点を南ば授拉に 
なった。を：：一本は化か、谴攻から 
中井がが巧につなぎやっと柄摇 
点。こ0あ-と木巧、を永がむずか 


しい体贺から シユ 3 卜 して 加点し 
たが、東 ド イクは 速射 描めガンシ 
日ゥを中、 むに適確れバスヴ - 1 クで 
薪 実に 引き觸した。 

〇 . タテの動きだけで恩ク よぅ 

にパスが通らない 全日 本は後半に 
はいって碟池、 有 永らがポストで 
辖極 的な勸 きをみ せ巧 かには 指— 
3、2点基まで 追い上げたが、廉 
ドイツの 巧みなず補にを巧本の パ 
スがおじられた。 

〇;;; 全般的に みるとやはりデフ 
ふン K ' の 差が 出た感じ だ。 東ドイ 
ツが 前半と くに 守 瞄に壹点を 匿い 
たのに 抽し、八王日ぶ は】人 一 人の 
鼓をがバラバラでなかなか お 並が 
そろわない。これにつけ这んど 東 
ドイツが 姻 かいパスをポストで 回 
しチャンスには賴極的にシユ！卜 
におた。进忙全 H ぶは 相手のシユ 
1 トモ ー シヨソにとまどいがち。 
津いパスがぎいため、シユ —卜ず 
るのかしないのかの判断がつ查に 
くく苦しんだか 

〇 . をれ にしても 柬 ドイツのシ 

ユー トはどれもかをりめ威方が あ 
った。とくにぶ赃■ボンシ 3 ゥの 
シユ I 卜 は、サイドス？ — ' から-の 
速おで『睛 接受けて右乎がしびれ 
た」(本 田 GK 〕 といウくらい強 
烈なもの。さらにガンショウはシ 
ュ-"卜だけではなく、たえずポス 


トサイド でげ化鼠をマ I 夕 しリ] 
ド投でもお郛だ「た。 2 故の ヶ— 
ぅ一は稱点こをしなかったが、長 
身を虫かしでのデフてンスはきず 
がに"ベルリンの壁，‘だけを っ 
た。ホ昔が強くなれば相当に仲び 
る適手。また、ハデさはないがお 
棘らしい廊きでを日本の当たりを 
かわしたラヶンマ C 1 の励きも目 

をひいた口 

〇……全日本はが円、销池らの若 
手が脈調にのびて尝でいる。それ 
にとの試をは全員がょく走った。 
しかし r 八主日本は I 時間といぅ瞄 
間のがかを丐えずに、をピ臾「を 
るだけでは得点にはなをない」(ザ 
イラーコ^ ^ チ)。を日本と しても 
あらゆる デー タ t から十分研兜し 
ているが、いざ実戦となると、な 
かなかむずかしい。 

〇‘：…東 ドイッ、 を日本両チ I ム 
とち二年彼のモン トリ ホ I ルに欄 
準ををわしをホ起用に主陋をおい 
ている。だが、おドイッはボンシ 
ョゥ、全日本は木野といったべテ 
ランがまだまピ主軸となって流れ 
をつくっている。竹野監督は「斩 
W のを巧はすぐには出来ない。そ 
れにべテラシはベテラン0味があ 
るので‘…：」といっているが、を 
手のお頭こそ今をの大きな課屈で 
はないだろさか。 

I 第日徵技術評 村田化 一 

巫おでのを R 本とのお戦で東 ド 


イツは 前半を 円本のはぜしい防御 
に合い 第 1 戟み 2点、 费2職ほ 1 
点 麦を執ょう に 嘘いさがられ羊 I 戦 
したが後半 全日 本の鹿瓣につけ入 
り秀れた個人おと組織力で龍力を 
発挥した。全 y 本との 萬 3 戰目は 
前日を お犀と対戦し、今： n が来 ： n 
5 戟闷で やや疲れ気味で 椿に B 本 
のむし晋さは雞爾であった。み 5 
日を おいて椎を持すを n ぶと、 1 
2 触攻守に活躍しわべ] X ン選手 
の閒国か’場の 東 K イツとどの搬な 
ダ—ムになる'か、試みは 邮 半强始 
直披、 突進した場化がノ！ マ！ 夕 
気味の シユ ー ト をはず し 先制め火 
ぶたを 切れなかったのは. 残 嫌でを 
った。報 ドイツは 立上りを日本の 
脚が 動かず受身の ディフ T ン义の 
甘きを銳 くついて 巧が で 日10 と 
引き離しお。を S 本はあのずこめ 
モと玻 をを操り堀すも苗ホがうま 
くかをなわずちせる ー ホであった 
がやっと 口 かにを煤と村山のスヵ 
イプレ—で 得点し、 突破口を聞い 
た。その後 一進 一喔が搞いた。景 
ドイツの執念に 比べ、 を U 本はあ 
せ 教なで 気 山を义くゲ I ム展丽 
で前半を 終了した。 

後半に入るや全 U 木が抽違える 
ょうに 気力を噓やし、據いきって 
前に出る防 卸に化をのでおドイツ 
子]ムにミスが現われそれを うま 
く攻 をに結び化か. にはに と追 
い.あげ、ム t ドをもりとがた。こ 
こで或ドイツをつかまえたかにぶ 


ぶたがを 曰ぶの巧 御 疲れ、刺断 九 
の悪さ、ぶ攻撃、防御のノンパ ー 
チュンジの不 ず 照によるコンビの 
麗さにつけこまれ 5 点を 連 取され 
せっかくめ追い上げをふいにして 
しまった。 

この試をはを日本 前 ホの〇まづ 
きがまづい結果となり.，すべでの 
面にまさるをドイツチ！ムの実力 
济揮で勝散が決した。 を 本を迎じ 
防御は 東 ドイツの攻程的抽挪巧栖 
とはが象的にを n ぶは 受爵で ツ^ 
がな くちぐ はぐにな「た、を息に 
なるとどうしても 最 をに 7 n タロ 
1 を取られるな斷性がある。 全日 
本の攻聖は 巾 典に集まりすぎと 無 
就な點きが多くツメに 廿 さがをか 
「たのとキャッチミスが U 立っ， 
た。 

防 術、フでントお術、適攻 
スホイプレ—、ぶ得点の取れるフ 
才イシ3ンをまだまだ染销す 
る必要があると思う。 

某阪嗤を 副巧専 長、元を日本 男 
す監督 一 

安藤、，お野組で審判通す 

今回のシリ I ズのうち、 公式 戰 
4 戦のレフ エリ— はいずれも坂藤 
純光、 を 巧和夾 両国 降な强蒂刊員 
が* 通し" でつとめた。 

これは、 y 本協会初めでの試み 
で「一つの が遥」 と評肺きかた。 

東ドイツ側の な拡も おおむわが 
評"日本おお員の 国 席韓ム n を場も 
間 おかいのではなかろうか。 
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参/くスヴークのさえ 
• オーソドックスなデザイン 
参ハンドリングのよさ 
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芭 .心 麻 



旧味健冲東ドィツ、残り4分間で逆転 


萊6戰(最終戦〕は、八王 目 本と 
の货式間睹試か 4 阿戦として 9月 
日 n 午楼2牌如かから岸補 麻立体 
肯飯で朽われた。審判員=が野 お 
夫、 お藤地が、なぶ計轉員 H 專岡 
紀お、八ん式記姑員 n 西の技 ま 

(観 泉111 千) 

奉ドイツ 全日 木 
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(後記) 荒 W 淸美 

る木廊る一 
一迎を長，^ 

前ホの雨ドィッ试、いつになく 
プレ ー にお雨さがなく、待に攻を 
面では；巧 f ニシュ ー トをバ t に当て 
たり、そら.したりで、盛ぅよぅに 
ボィントをあ.げらわなかった。 

3連吸む八上 n ぶは、この八牛を 
よくついて木野がが制断から精極 
的におちこみリードを奪った。 

前半なかばを慰ぎてもぶドイツ 


は 立ちなおり をぶせず、 曰本は 
ますます 調 P づき、恤原の違攻な 
ど大同驶をく巧山すベン于め 策戦 
もあ.たって漬陆を丰 1 プしわ。 

前半を おた脚り、秘はおの滕利 
をかなりを壁と嘘じた。 

それはげか 6 —4 と 追いこまれ 
たあ、 こ3 点を十ぐに人れ 8 —4 と 
したこと、さらに 扯 かに SI 5 と 
がきは なし、 前半 報 了お前 UJ 7 
とされわもの城、 / r タィ / f で得 
わ7 M T を位撫がホ葛に がめ て-り 
点差を ずったことである。 

いつちなるこぅ した 户—ぶで、 
逆帖 あ-るいは逆おめ-き「.かけを与 
えてし棄ぅのが、この口はもちこ 
た吏たのでをるで 
問題 おお 半開 赌 の. 分間に去ると 
みた。いくを卒ドィツでも 日 点の 
A ンデは大きいし、まして W ぶは 
調ず づいでいる。 致り1 か々々を 

大 をに 述ん でく 「_ _ _ 

るだろぅ。 をれ 
には：！！ 本が、 守 
りを固め、 連戦 
でいささかへば 
り気 畦の相手に 
进 蛮を 斬忿させ 
る速攻を決みる 
お棠が あった。 

ところが、 巧 

關きれてみると 


この烟待は歯れ、日本は 日 か巧— 
U と點めもれてしまったのである 

ずむの綱-が助れ、攻單のお卓が 
ずれて しまつでいた。 

それでも 9 か战降取られては取 
り 避すががで、磯り おか3点 患が 
あった めだから、滕級は充かあっ 
たハズだ。 

ごの志たりから、束'ドィッめデ 
ィ7 I ンスほ、なげしい当りを ぶ 
せ ほじめた。こんな荒さを持って 
いたの か、 と 思わせた は ど だ。 

もし、 この プレしか、拖究のな 
單の.現れで あると した も、去， がは 
ョ！ ロブパの 堀 在の廠れを 昼間み 
たにすぎないが、 私は、 これをず 
ィラ J 監晋 一流の萊峨でぶ ると感 
じた。 

夕 まり、荒く巧斟 けて HI - あをこ 
の。へ.— ぶに 語い こを、 それまでげ 
踊の相手めリ K ムを 斬ち爾 ろうと 


したのではをかろうかと。. 

2 ：□ をめレセプションで、ザィ 
ラー 跑督 は.、 この点を 胡 かさなか 
「わが、タケ，パマ ( J 主将は盛 
ザなかばかを口ぶに疲れがけぶっ 
た。だから- J と、暗に悼力消 
韩を 狙ったような口ぶりだう，に。 

たしかに、このをたなで円本の 
勸ぉ口は貌まがぶけた。 

してや.つたりとばかり播ドィツ 
は残り阳巧となるのを待っていた 
かめように原濟におじ.、ラゲンマ 
ハ ー の得点を 口 おに、こめ y 太当 
りのダ也—ナ ーで 如か 巧—がと 適 
い'患がた。こうをると、 1盛‘ り！ 
ドにもかかわらず日本は受け身。 
しかも、それまでは丽で当ってい 
たディフ H ンスがか部.に觀ずさ 
り、 党1 戦城降の謡潮とされお被 
7 M T Q 危幌をと もないはじめた 

ので苗るむ 

この惡いホ磕は ± わん場であた 
り、残〇づ油，7 MT 2 本をガンシ 
g ウに決められ逃 転な けとをった 
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〇:…. 货上 初めて】 週問に4回 
ハンドポ 1 ルの テレビ中継が巧 

われた。 NHK 1 巧、巧 故 3回 
(いずれも全 曰 本戰)であった た 
め、地域にょって 4回とも帳し 
巧された所もちるし 2回どまり 
といぅ 所 もあった がま さに 画期 
的な こと。とろ.やく ハン ドボ！ 
ルがが問に評栖されはじめた ご 
とを物語るものであった 0. 

酷前をつとめた 荒川淸 葉に ( 
東京©、 R 本禍会理 卓段 U 、 ぶ 
西些 I 瓦 C 举瓜③ 、前尘 U 本 n 
1 チ)巧山弘巧(大 眠、元を！！！ 
本酪督〕ル 西 陆菩巧(京都、 日 
-本揣会巧桐霎員)とも" 四者四 


ぐ …：- 圃階試合で、いつも話 避 
になるのが稱容赫貨。 

結話かを云えば 日 試八日で延二 
で I I 千をを動员 、げ 拙のユ I ゴ 
戦(延 二 巧 A : さ、 だ 試合〕を わ 
ずかに 上 晒った数ずをマ t ブ。 
上々のち道といえた。 

讳日されたのは、 3 年ぶりに 
I 画陪試合の主巧を則きぅけた菊 

二思拖なによる桌 な太告 。違続 S 

I リ、 を日本が对職と いぅのは 初 

-めての式み‘だうたが、 第一日が 

I 六か、 第二 日が五分の 入り。 廉 

-京疏を•礎 ns 啡理事長は 「2 
日日のホ前 中、， 甘 厨め 张智 で骑 


揣，で味わいがあ「たが、とりわ 
け大酉托と、京都でゲスト出辆し 
た井華寅を日本ホで載督)の雲 

2人はユニ）クな発言でな評だつ 
た。 

テレビへの*登場-に引きかえ 
新聞^め披 
レは、了ジア 
ぶを、野球な 
どに押されて 
まだまだ。 

マスコミが 
萊は、いぜん. 

謡題として摆 
つている。 



〇…；『せっかくの 日本 述怔 だっ 
たのに—」 0 あお豈 駅から 一巧と 
別れ、-人をに做国を 命じられた 
若手ナン バ！ワン 、 D •ベ— メ遺 
ホは いがにも淋し ホぅ。 

第2 戰を縣えたあたりから、 身 
悼のだる さを 
訴え、 おる 屋 
までは 同 巧し' 
たものむ、 ベ 
ッドからはな 
れられ ず、首 
觸陣の 利 斬で 
撮 国と な一， た 
ものだ* 

試をに 出ら 


れ なくて* か、旅をつづける こ 

とは - と思ぅのが日本測だ 

が、ポ ィラ t 監督は「プレ ー 
できをければ、迷盛をかける 
ぼかり、それに I 日も早^治 
ってもらいたいからだ」とこ 
0髓碰猎駐も当觀と云わんば 
かり。 

疆手数を減らしても ド クタ 
I を、がず于 t ムに巧巧させる 
ョ]ロッパ于—ムの健銀巧巧¬ 
の 厳しさをなめて盈わよぅな 
噓じで曰ぶ隔会没巧も^同情。 
から-一或ザ反を。しきりだづ 
た。 ■ 


風大雨となっ 
わめが抑い。 

これがなけれ 
ば、雖至に斑 
一日を上廻っ 
ただろろに」 

と钱念がった 
相变らずの 

術がはを巧屋と大贩。時に太阪は 

なち ぶ も山るほどの盛況で、一般 

ファンが肖なって多くなったのは 

璃しい。 

欧州ナ I ムを初めて迎えた神ド 

も前がりに全力ををいだを也が実 
つて ぎっしり 埋まった。 


■ な ……單ドィ 

ツの面々をい 
哉ち.ばん溝ろか 
せたのは 「む 
しあ.ついこと 
と、窺を が韩 
かなこと」だ 
ったらしい。 

騒々しいばかりの ョーロッ パで 
め試合になれた 還 手たちには 業な 
の時 だけどっと巧手ぶおこり、 あ 
とは歸 かに プレ！ をぶ つめる 日本 
むフ グンのおとをしさに「いさ妾 
か潤ホがくる' つたと」(エンゲル 

惡 麦。 


東： ドイツでは、国隐試た と 
もなれば、蓝ドイツの攻擊中 
おを観驻がち枯ずをし、殺声 
をあば：！巧を蛇いで靑援寸る 
この硬ぎには、今幕の世が 
運ホ棉の第1戰で東ドイツと 
飯をル n せた日ぶ遇手も度ぎも 
をぬかれでいる。 

「ぅるきいことこの上ない。 
でも羡しい風景です」とは菊 
池惜 0 IH <) 遥キの感想だが 
たしかに、日本めハンドボ！ 
ルフ r ンは、もっと骚いでよ 
いと姑ぅ。 


東ドイツ戦に拾う- 


一け 一. 























HOltfDA . は無公害時代のゾくイオニでグ 


《巧界のホンタ)を菱えるホンダイブムとは 
フエ尹フレイを：]:台じした％駆吾の續神" 
です。先人の追彼でなく、あくまでち有らのをで 
よりよし禮品をぶり早く世に出すこと…"…•そ打性 
究極が)じはスポーツ精神と同じ g 白分との闢い。です。 


本田ほ研工業 ㈱ 鈴鹿製作巧 

S： をおをを鹿ホ平巧巧: r 1907巧地目93> 78-1 リ2極5巧 



厚く、深い底劾み、 

フット. 

合理シューズ 


•力のロス、横スペリを牌瑣した合理設計でを評高—い斜線模榻の辑殊モールド底。(パテント化願中） 

•横く、®りの深い底、中暗はユニークを禪性を誇る二重スポンブ•ダッシヨン。 

•表巧と裏巧を離した袋状アッパーで、快遮を足沿い、軽快な顆き'じ、地。 

•ブルー、金茶のカラー，ブルをデザイン回 

•喪部に革補強。 1 、シドべ： P — 

デラツクスく HX > •サイズ=巧. 5〜巧•ブルー*をお *¥2, 800 
片戸ベタ—炼巧を化*ホ ♦全国ををスボ-ジ品を、ち K 店でおホめ下さい。 






















東軍 (男子) 辛くも逆転勝ち^き 子分加 


_ 学左 _ 東面；対 I 杭- 

を化巧め ホ S ル •スタ—による 
第の凹(みモ第 6 回〕を 日本がを 
還巧粟 西が抗戦は9ぶ巧円を 後 1 
脾如 分から 皂せ屋 •班知県 体鲁館 
で巧われた.。 

驻 は.、2 連 離を狙ぅ 西単が、 
立.ちあがりパスヮ T クの 乱れる东 
軍を。 いての が 日 10 とリ I ドす 
る好スタ！卜だった ボ東苹は前半 
なかばに 立ち直り、 をホ 2 分に 逆 
転 I 気に 主尊掘を捐つて 杆し切つ 
た。讨戰成績はこれでぶ 軍：勝、 
西軍9 聴。 

み子は逆に東軍诏先.巧を、 西 単 


が 激しく 追い あばる 照幽 となり、 
函罕は踩り 3 か タィスコアにもち 
こみがきがけた。東軍め自庸勝は 
成らず、が戦酿得は集軍4 11、 西 
军1勝. (i 則 か】。 跋お約 一 干。 
0 現子 

J 百 —— をノ 

を—- 


杂军 


) 。西單 


賴評 宇津野 年- 
東軍は：：一一漠め蒲生と菊地をベン 
チに、西単は展姻と目される也陣 
でスタ]卜を切った。毎年試を閲 
姑彼にみられる頃戴の一つに、二 
ュ ー ボ—ルの所為ではないかと組 
われる 斗 ャッ ホ，、 スが多いが‘今 
凹も肅革にそれがみられた。その 
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阪脈較贿库きお阪防車抵吐助 

み 大大大 な武中帖中 大大武 大山武 

zi/t^ccc^c^cJcrLcccrL C 

木 得 本木 尾崎井宗巧森輪ぶ崎巧 

に描山鳥 苛 浦 永义奧お一二 松巧报 



軍体体体体晋^体が林お竭 

ホも韓女 ホ前 


化 


お曰：：！お京東日口 n 目東案 

CC etc c(c((c( 

田が本田凹南本井挂本口が 

、む 

|!^就ぉ睹西山山ぉ.菅をぉ帮を 

得〇 00000401100 


上、混成チームの欠点といわれる 
コンビの胜さと廚きの堅さもホを 
って、抗のか間は巧带の独擅場と 
なり、 で！ 6と大壹く yt ドを 許 
しわ。じの問の；曲軍は、よ两のポ 
ストシュ]卜がきま「たのを班が 
りに、山本の巧段、 3 度の速を、 
中雨めフリ！スロ 3で加点した。 
東軍めミスに乘じた爵かな先制玻 
學であり、閱坡をの.約のか間とは 
いえ、產 ましい までの威力に東単 
も類をなく、巧ずの化勝を盛じさ 
せわ。しかし、東軍 もき る者、巧 
等が最手ま巧でわずかに愛ったリ 
ズムの間隙を筒き、がぶが、口せ 
速攻とポストシュートで2点をあ 
げた。化いで7巧後 
から S していた郁 
をが、ワン ブた ィン 

卜から菊快に3み W 
をきめて試をを盛り 
玉がた。西军は化み 
と巧かに姑点して8 
^ -日と前半をリ I ド 
したが、粗の目には 
宽軍の追い上げを評 
した一因が、蛋手を 
けにょるわずかをリ 
K ムの狂いめように 
映「た。.それは好削 
の中賄とがストプレ 
1千—0ホ塩のベン 


(量-® 


1 






ナ 入りから、ボストの動きに乱れ 
がをじ攻單全ホのリ K ムを骑した 
ことに あった。 

さらに後半の'曹了は、 メンバ t 
を j 新して リ t ドをずり.、 則き 雛 
す炸觀が轟目に山た のは一つの問 
證を残し わょぅであ，る。それは の 
み视に 91ぶと. 逆転きれたことで 
ある。横 半に 喔みを巧したぶ軍が 
述い励きと個人ながキ I ムブレ— 
に マッチし、リブムが元に扇ら-な 
かった 巧 卑を让倒し.た感があむ、 
祖が 被の 約の み 問に5 ぶを姑えて 
腮利を不體にした。盛り上がった 
I 觀 ではをったが、東西財抗をる 
が 故の遇于起 W かち、巧軍が甚頭 
骑雇に終ったことに、わずかなネ 
捕を抱かせた一戰でもあった。 

0 ま 了 

則急かけ 

戦評 宇津静年 I 

東 お有利.の 下馬評 Q 神で、西 軍 
の 普 起が期巧された。乘草が粗本 
と 其 身坂 本を中ふに、快 お 西 旧と 
を措な どで不勒 のメ.ンバ E で义夕 
1 卜 。がする 西軍は、ル 柄ではあ 
るが載章の 速い 補蜗をトッブに、 
中 巧を提慧 背で固めた。 

聞蜡渣 は、 删人ミスが. 目 帝ぅて 
梢点できず、 先 破点は 4 かになっ 
て 巧 軍の 淸崎 がたホイドからドリ 
ブルで 進み 虚を衙いて披つたジ卞 
ンブシュ！卜であった。この i 点 


は.ミスを掃けで 調 f の出ない東军 
を化し、 晒軍のお気を 鼓舞するに 
如棠十かであった。 

しかし、 泉 巧は 6 かと U かに报 
本がロンダを客めで 遇 おした。 西 
草はここで 巧 点と する 7 MT を萌 
したの が摇 く、 逆に化か寺尾にボ 
スト シュ ー トを きめもれで点请を 
つけた。 

後半西平は套起して即か/巧か 
の間に 3 点を 述取して逆にリ！ド 
を尊った。あぅ立場に回った媒軍 
は.、 如か お本が 7 MT をきめて同 
点、 がか おの 貧 傷で十かでない お 
ぶが 6 ぶ自をあげて迪げ站るかに 
みえたが、西がか一二輪が 同点 
のシ ュ—卜 をきめて引きみけに靖 
ち込んだ。 

西軍の 菩戦が跡えられる-戦で 
あづお。 特に、 GK 拉々木の時ず 
が巧単を盛り上げた。 

を般的には、個人おのす肚、梓 
に、パ K プレ ー が f であったこ 
とが、八ンドボ！ルのげ味を阻き 
した感が強い。これはか柄なホモ 
選手にはわずかしいことかも知れ 
ないが、ボ ー ルを握ることの盘義 
を揖詔款 し、 大きなパ スモ] シミ 
ンがパスプレ ー を遇らせることか 
’网であることをな.常し、ょり 速 
いパスプレ I と動きを化のスピ！ 
ド化を巧 W ずる上ぅ今後の融磯と 
しでを力してもらいたい。(試か 
時間の 穂 示は、 おでに したがい通 
赏タィム) 
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★節電時代のエース ★ 
义崎の 

タイム又イ "1 チ 



《特長》 

• 36 時間の停電補償が 
• 機種が藍富で用途別に選択う呵能 
•视費電力が小さぃ（約 2 W ) 
•スイッチ容量うホ (30 A ) 

• 1台で3囚赂まで制御が冗能 


上手なコンピ希ーシヨンで，予想 
が上の節電が可龍です。 

日間•週間-年間の自動定時人切 
はもちろん，独自の ソーラー ダイ 
ヤ ルに よる日殺-日の出時剔の照 
度に合わせた入切の季節固動修正 
裴置かです。 

エ曝でもオフイスでも，電力•證 
灯を問わず，岀勤•退出にをわせ， 

また季節による日照-日搜に徙っ 
て，全体または部分的にいちいち 
人手によらず旨動的に入切ができ 
ます。 

信頼度絶大■メンテナンスフリー 
の大が寄のタイムスイツチをこの隙， 
是非御利巧下さい。 

义崎霉氣て冀拂が曹社 

=7141東京都品川区東五反围2 了目2 — 7 
電話 (03) 443 — 7171(大イち表) 
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宇部高専(山己初代優勝校じ齡 s 錦 


初のを国髙曹遇手権が fi パ圳、 
划の両日、 新摘臀•が崎お 强技場 
を ま告骑にして 聞かれた。 

.萃加した のはを 封 U 都府摇から 
彼、 骗 お、 を同の商尊 M 救のぅ 
ち C ン ドボ] ル部を 島いて いるの 
はお 較と いわれ、 をの半数.ボ靠っ 
たこと になる。盛舍といえた0 
巧音的にも、 初大をとは^^也赵： 
ほどの巧 A ベルをホし、 k 位悅は 
インタ I - A レ ッジ 〔を日本学 虫 
達ホ 相〕に推 せるほど、 といぅ n 
1 トサ イドの 寅もあった。 

ベストエイトは蜗地矜郵が日 掠 
をと め、 裙腊は、ず部商堪 (山口〕 
X 大配府立裔 等の 親 かわせから、 
キャリアに 樓る宇 部が、 前半に 主 

遵權を捏り、 後半もをれ た 渡舉如 

で 押しまくって 莱冠 をを にした。 

来年の 大会は、8 パを知県下で 

朽 われる でを。 

巧 1 回戦 


麵 f 及 n > 

ri I r ： パ 


高知な责 

(商知：} 


這 




)11、 


证 


犬阪 府立の f け—5 一 3 

髙尊 呂{ザ 8 J 1 

茨城宮を4、71日''^2 

(敢城〕 

鳥お 商船 

(二重〕主719 Y 




技—ろ 
む 13、 


C 最奧 

做出な 専 g 、7—？ 一4静山商専 
(おの) tw’t 了 香山〕 

半部麻専 ァ ^ 8 16 "^3 捉岡商奇 
(山！：：〕 11916 Y (新搞〕 

茜々決賊 

高姑得帝艾则 N !^) 日-関 一闻寺 

献概隻站猛 U 丫 ま垫霉 

明 石高 巧扣 (應 h :^) 巧 商羽栖賴 

ず部裔尊 W (刷 日独 巧 瓦お 
1>举よ腊 

離府立 巧6 U 丫視知高卑 

0012310000 

^ 巧 趕杆巧辺 川 指お巧诸原 

耐池中神站田巧盎ホ武悟化. 


専大会 

甫京高 巧 1>辣勝 

1 ^ 3U9 1 

雜〇〇斗03001100 
脚巧 逗^ 威酿 指の ホ 山略 川 

け日 賊沾淸 中小 仲春尾利 


P 

F 


藍巧高粤 
(愛姑) 


楠井商每 
(獨井) 


有英髙ぉ 

奚賓 

麵跑高巧 

S 量) 

祠展学罰 

(神を W ) 


^■〇 04^0000001 
引田村本本弁 R 川 脇离丄圓 

胆 卞 

長西山睛巧盤西池小ザ抽 


K 

G 


P 

F 


綱澗井□お川に崎西女井林中 

il ： なを細商垢虽戒太を藤山 

得〇 02250070200 


K 

G 


P 

F 


大瓶，耐立 


網础ホ□砖化虹蹄 旧 おか中 

巧富 扫極商亮お戒太を蔽西 
0OO 4290160-200 


4 

C 


幻旧 迅恭原邸磊巧井- 化 

日波 裤淸户中小げ犀运利 
05050^3110 

宇-部商与 な u ^) u 堅暫で 


T 

M 

7 

J 

1 

/ V - 

日 


li 


T 

M 


S 


V ，…：どこも円かのチ—ム技外め 
力は 未知獄 、それだけに全'子—ム 
に*廣鹏のチャンス，が’あ-った。 

滕貧め歧れ m は丰ャ リアのがさ 
揀きにかかるめではないか、とい 
ぅ闊擁者の ホ想. どおり、 如 化 チャ 
ンピホンの蒂光は、軸 歷£:3年を語 
る そ 部高导(山□〕.の颈上に輝 や 
いぉ。 

V … 同搞は 1 閒専 1 期披といわれ 
る 昭和 W 年の 制 立、 ハンドボ]ル 
部は 盤年 早く もスタ T 卜している 

ちょぅどこの 年 山；：！国体が閱か 
れ、ハンド ポ E ルの 県内 レベルが 
補おった こ.とが 創說の 導灾線 だっ 
たが、扔化席靑の 中山克 度さん、 
む 年からパトンを逕け継いだ 視監 
督•宵槪舉 きんといぅ熟、むな 指導 
者の おたことが柯より大きい。 

V . 人 部して くる者は、ほとん 

どがお 必堪。 


.0, …-‘準決腺‘大較 X 高抽 。前半 
は一遇一 退の 妊 内容だつた がの 对 
席 水のゴ] ルで り—ド、 余裕の 山 
た 次 阪は援半.、坐遵手の がをで チ 
ャンスをつかみな如を 圧した。 

宇部 X 把ち。 單张上の決勝とい 
さ 前；評判だつたボ、フタを. あけで 
みると宇邱のぎ 載な な殺 お 明 石の 
ディ7 王ンス がつき きれず、 のか 
と 宇邵がリ I ド。 後半、 阴 おは楠 
本、山 本のコンビを中、 むに；^か 日 
I 化と 强 りおしたのだが、火 蛇 も 
な擊のモをゆるめず种し 切つた。 

しかも、 禪 ぉ梢モ、試合柏ずに 
愈れ 肋と いぅ C ンデをの.りこえ て 
つわに 抓--の 人 ◎部員を か此えて 
いるといゥ のは、が 憎 逗の赌であ. 
る 0 

かつて 山ロク .や 山 口 敎旨团で 鳴 
らした宵權监留は r 曼会 などで 
一胺 チ！ ムとが等に載える ことを 


日年制の特色活かす 

!部歴じ年のを部高専 j 


つ わに 目標と していました。日が 
制と いう 商巧の特をを フルに巧 か 
して、 日年で 一人前と いう 宿 尊計 
画が一応成果をあけている、とい 
ってよ いでしょう」 という。 

……3年 城すの 乎！ ム だと、高 
校チ I ムにころ ころ 暂け るが、 4 
liHir 5 年生を加えたチ t ム では 
中巧罔 学遽の A 破 彼をねを負かす 


0‘：…決驗戦はチ！ A の総を 力の 
差が 化た。 

大聴ほ 1 か 先たしたが、 宇 部は 
すぐ大巧め 連続 ゴ—ルで理拉、そ 
のをも コンビホ]ションの とれた 

玻單で加点、単調な太眠をしだい 
に}^きがをした。 

谈半になる と ほとんど-方的な 
差となり、 ず部は 会ふの試合遇び 
で、初の高毋チャンピオンとなっ 

ち 

乂阪は準が隙までむ走りを瓦せ 
る ことができず 贱 遊。 

ほどの力を 示 也るそうだ。 

この*事実，は他の参加稅にも 
乂当な励みになっとようでをる。’ 

これまで， 一 腔に 面しで 鼠通ず 
植や県 员体宵大会で潭酷も肺って 
いるし、 中固〔一 被)理手植では 
6 年丽 、ベス トフ ホアに勝ち残っ 
.でいる。今回の廈驗は，当がの抵 
果とい え よ う。 

一 > …… 官握 搞督は 「他 地区めレべ 
ル陆撫わたより時かったが、 体 梅 
に 恵れ た 遇 手が多いのには驚きま 
した。】 下 一二巧先には ホ会 巧醬も 
大いに向上するでしょう。 . 

そのためには、日本協をがすべ 
て巧 面で この 大 をを援助して娘し 
いものです」といっている。 日 木 
ハンドボール巧も、この 新し いげ 
問が、大きく肖つ よう ブロック 太 
をの捉進などを艳援すべきだろ 
ろ。 
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初の教員養成大学 
研修会開く 


ミカド/た^ドボ-ル^ 

了 的。^^^ 

gj 蒜^^ I 日私、ンドポール 備舍公認球 

心 ミの^巧を 


一が R 


来京-盤島•崇鶴- 7 T 目1石目6 
TEL (941) 263良 *6592 


かわてからその建現を掘粹 

されていたを园教员養成大ザ 
ハンドボ！ル硏幢会が初めて 
關かれ、荫会のうちに W ぶの 
受蒂者に假/記が漉された 


昭和 giM を 巧 教昌赛成大宇^ 
ンドボ I ル研偃会は、要項晒り8 
月掛扫から日月111:まで、3巧-^^ 
日の 日 指で、東なホリンビック 記 
念背少年雜かセンタ]に於いて巧 
われ、八主おけ大学如をの-竿化が臺 
加した。〔モをでは删が、当日が 
名がお席) 

宪施にがホって8ぉが日午前 S 
掉から-関稱投貝め思終的ながせと 
準稱をれつた。をめ間、早くも来 
譜 する 大学が あり、あわただしい 
スタ—卜 であった。 しかも、 が 日 


中に半數.な上の人所が苗り、受講 
ホの盧戳を聞就前にしてうかがえ 
ためは摇しかった。 

〇 

<第^ u •8ぉ如日 v 8骑耶か 
!9お巧 か 人員 帷認、資料洒ホ 
9 時巧せ！ 9 晒如かホリエンテ 
1 ショソ「緩智おンダ！别巧につ- 
い てし 「諸施設の窠内と利用」 「 
詰巧事への参加をどに つ 急點蜗」 
日陆即 か- 時 5 み、 開講式(巧 
を、巧本酉酌口本喘会部提〕 
=あいさつ，的瑕'祐排実巧蚕副委 
員長、おお，驾月經 一 义部醬 K ポ 
r ッ规長、 の脖3 巧〜 2 お 抓 か 
特础誤演 1 「 K ポ—ッり賊」.望巧 
郡長 . 

請煎要旨現行の我が国のスポ 
—ッ巧敌機靖を詰阻度、 K ボ] ッ 
め奠践は、短所と行なう菊と指導 
者が揣えば W 龍である。 

我が国のが育施設は 巧 方み雨だ 
が、この 巧 巧％は単校閱摇のもの 
だ-しかし、祐ホのように学-狡お 
巧のか野町.をに化をしで、 K ポ ー 
ッれ跋は今換は巧なえまい。 

余暇善用 Q ため、 K ボ]ッを化 
む 段 技にずる.ことが大切 だ。' 

ず惶のが 巧 巧政に若い猶增ぶの 
毒-與な活瞄ホ難待したい。 

が肯 行政め'ぶ 点ぶ 針としでなの 
3 点が ある。 

■ 巧、巧、村の体^^::^巧肴赛ぶ 
* スポ|ツ教亲の巧が、碟設 
•地が K ポ—ッ指を都市ゆ設を〔 


施恶汹お実、措導者の毒成、スポ 
] ツか巧政) 

w 府がか^2^時特別講お& 「ス 
ボ I ツと 人を」、巧山 顺を氏(ス 
ポ—ツ評諭乘〕 

講演 要 日白かが典太野球郁肖 
の時、天野畏站巧の畢生に与え 
る害」げスボ[ツと人生の孝を読 
み、义ポ ー ツに生きる栽義をぶ 出 
した。义ボ—ツを巧ク塌を、人 岡 
である城 上、 すべては'同じ榮かだ 

髓當など苦しいお験を证して楽 
しさを如ることは人おにとって替 
いもめである。一披的にスボ t ツ 
ボ普见している巧はモラルが高い 
といわれる。それは乱 省 的损墙へ 
の順応、对人閱棵、ル I ルの順-女 
などをスポ ー ツを邁しで体悍 して 
いるかもであ-る。 

大学スボ I ツは時禪に聊閒きれ 
る. こともあろぅが r 藏蜀—巧蒂 J 
を山がけ、ょい指.尊者となられた 
い。知謀はザ問から、人格は K ポ 
i ツから.、といぅのが私のを壹か 
たでをる。 

じ腊おが（に解実お雷-基本 
捕習、':?ダル f プ(班】.に分け1 日 
本ハンドボ—ル陆会桐「テキスト 
ブック」8 頁のの帮で类施。 

就お指導 主 化、高鴨搜お、 A 涯 
捶巧者酷 辺 度.志、 B 班 指導者 
おホ晴.か、 C 盤稍填者遮原 他、 
D 班报導者大酉武吉。 

おは 3 商から 2 暗隅、； 5 M ブィ 
ルム「日本がューゴ贼 」 〔NHK 


制作)を渡ぷ歷 寿、 山口撒両 巧の 
胆马 で摇興 

A 樂 2扫 • 8 d 那日 V 8 時孤が！ 
9畦如か、講該っ ハンドボ—ルの 
化 f 」 的場 益 推氏 〔全口本 教職 
E 1： 述號割を お〕 日 時 巧 か！ W 酵 
视か滿 善 「带判技術に ついで」 
安腊綿光扶 〔日本協を雷.判 部長) 
U 蹄--じ酷如が、 巢巧風‘段 術研 
梅 前 A の基本. 練晋に曹判 指をを加 
える。き&に 4 ダル I プ C 盤) によ 
り繫戰形式からの 研修を 巧ぅ。 

髓巧指場 A 班-渡 迸嚴 寿 ， B 
证 •高 橘經 お、 C 殖■髓昭佑 、 D 
班-大巧萃二 

審判宿 寧 A お •で 淨好年 一 、 

B 班*腾旧お塞 、 C 班’ お 席视带 
D 班‘ 佐々木成 吾 
夜は。 おからが 画 フイルム 、 V 
了 R などによる『号ユンへンオ y 
ンピッタめハンドボール技 独し を 

養 I 

八 第3 B • 8 パ別 KVa 時〜23時 
W か集お逆•巧術抗修(英職〕。 

兢お、 带利柜 肆を邮口同丈ぅ に 
て巧い、搞技 (勝 贱} 的 興がを おこ 
すため、 丽日の試合成顆で組みを 
せを決を、 ち おは リーダ戰を予定 
したが、雨模摄のため卜— ナ^ン 
卜にを思して実施。 

午後は、燕を体靑節における「 
日 木 X 雍ドイッ爵酵親菩試を」〔 
お ドイッ を 日 木〕を見学 
A 逆 4日 • 9月1 B V 8 時が 分！ 
9時なか講壺 「ハンドボ！ル お 


- —呂ぶ一 























オリンピックのお術が生きている。 

東を、メキシコ、ミュンヘンと連縮3回オリンピック試を强じ遵ば 
れたミカサの超离极ナイロン糸巻きのは術の粋がこのボールにもす 
ベてじをかされています。 

< 科学のボール*兜を防水……クラリーゾ製（準検定）もあります。 > 

扫本"ンドボール協をおを珪 

蝴星ゴ’ムエ業な巧を社 

に島•東な•太脫•補岡•をち屋•扎祕 


墨画^^ 


の思望」荒 川 淸奠氏 ( B , 本 端を迦 
争お ： r g 時祀か is 時が好、反 
'帮協議会〔司<4、的樽則妾ぉ接〕 

泰加々はお沟化表者により、それ 
ぞれの大学 ハン ドボ t ルの 端祀と 
隸晋 などに ついて 発表、-」.のあと 
投術掉培に つい t のまとめを槪辺 
慶 為、 大叫が S 両用.により、庸判 
谓奪についてめまとめを ず 津骄年 
一、を 藤邮化両 .巧により行った。 

W 暗 如か.かち-整了巧(司を、 官 
本胜及部景)リ搔了証段.与、閱園 
めあいきつ、 荒 W 清奠氏、 

ぐ 

第 1 回とあって運営面、硏暇巧 
容においてず1討しなびれ巧な 
もない間週 点 ほ数多くあったが、 
研幢をの-意被、 各 委員の—的な 
掘力によぃ成础趣に秘 了、 乂盛な 
窠绩を残すことができた。 

研修をの多くも、其常に喜んで 
帰述についたよぅだし、今彼も永 
く爺齡されることを里んでいるよ 
ろで去る。 

i お來巧爾： 
報告 I 一一捕 か 
I 谭穂ぶ一 

研修会に善加して S 魏盛 
v 審判な術の講譯など本を読みば 
すむことで.あり、ホ農的にホで党 
える珊修、指 避が彼し かった。 

この丽膳なを稱く日的の报璋に 
八ン ドボ J ルを昔见させようとす 


るならば、 本部役昌 が巧质 的に地 
方へ 山 かけ、各地で、 このような 
お酿を指導す る譜晋会を 間 < •へき 
だろう 〔古館英宏 ，-おす火) 

V プロダラムの 削に 口 おがき... つ' か 
った。.技術研僖の。試 <= ，にして 
も時轉不 化で あ-り、しかも n 3卜 
の不帶満は、凰い 切ったブレ！が 
できなかった。蜜判找柿の.指靖も 
あまりにも姐時峭ずぎたし、すべ 
てのがで阴蓝、鹏巧と地方との 隔 
第を感じ、 異 寶の攝ををしている 
のではないか、とさえ思克た。 

(お藤道邱•宫 城教 ぶ〕 
0 いかにを が、 华をに ハン ドボ— 
ルを 教える か。 甚 本め正しい措專 
輿 戦における レブ H リンダ等の 端 
切な*智巧"を烟 持したのだが、 
を まりにもその内容が断が的で、 
を梳 だてたものがなかった。 

きらに 巧を を顆くしたの棘コー 
卜め-ひどき、そこで 試 なをきせ て 
順位を 決めるなんで酷意味だった 
のでは…… 。(柏意正美 •ム^) 
Y ち 目的が お 塔為藉成をのか、帯 
利找 術をのか、試合なのかはっき 
りしを. かった。 丽者ならば、 もう 
少し 補晋方を やな 術 向上のわめの 
プロ ダラムが多い ほうがよ い。 

桌献で 研慣を巧おう をしたのは 
ょかったが、 時問が おかく、 コ！ 
トボ狭いとあつでは「実」はあま 
り.あがらない (巧おをま •東京学' 

棄〕 

町 巧宵が が 山 ありずぎ、 研 接の 目 


的、 捐点がばけた。試合を巧って 
も勝皱にこだわる指谱 はぶ 要ボを 
いし、甚判をさせた場を、ジャッ 
ジがす明確なようなヶ ー K はをの 
場々々で 指 尊と招説をする試みが 
お耍ではをいか。 

大学が怪の年に、研惶の機会を 
ちえでドき「たことには極謝して 
いる〔山 巧正道 ■爱如徵太) 

V チ ー ム (6 人；3におけるオフ 1，1 
ンス、ディブ于ン又なども5かし 
詳しい甫単、腊説が-欺しかった。 
この.あ-た巧がず我々の知諭でいち- 
ばん不化しで いる点だ。 

菩柳お 術め講冯はよかった。 ま 
を睐间节誕溃もそれなりに愚義は 
あったと思うが、ただ見せる ピけ 
聞かせるだけ.に終「てはもったい 
ないと思う C 吉村剛 志-を都教大) 
可関係者0熟藍を蔽じとれる植し 
だった。壬お Q ところ僕 (1 年〕 に 
は龍掘な褲導も多かったのだが、 
ともかく理諭だけはつめこんで帰 
ることができそうだ 0 

このような冊修会が暇られた箭 
狸を対象にする0ではなく、各她 
を巡固して開かおたも、 C ンドボ 
1 ルの認魏をい「モう高められる 
と措う (藤原化玄 ■ホ阪教大〕 

V 馈初の酣修をに化席できて擅し 
か^^た。巧術請はかなり雖しい備 
草もあむ、 辟 問の-すおを感じた。 

一 棘諭にクいでも、あ.まりにも 
化级的で、バラバラな巧第をうけ 
た。すべて.にもうかしゆとりが欲 


しい。載々の聲巧には 監督，コ ー 
チが 居を いた.め、.この上うな櫃し 
は大いにブタスであった。術揣を 
拙巧する (鈴木晃ホ •兰丽あ〕 

|>過巧 K ヶジュ ー ルめため欄人间 
十、于—ム巧おで晶しなう時 問が 
なかったのは残盒。柴戰をモデル 
にしての柜堪は、§は聴敗にと 
らわれ f て、試合そのものの. な 
ち や指墙になってしまう。 

主替 として、ハン ドボ t ルを 識 
るということがを^^わが問疆意嚴 
をもって 話し合う までにまらなか 
った。 〔中森雅彥 ■ぶ岛大) 

一>たださえられた 試 A をなん をい 
うこと なく消化し、陋他をつける。 
研 優会で巧.なくこれでは大会だ。 

映画に しでも、 TV の巧をで現 
鮮睡 がなく、しかも、お術 的解説 
もなかった。よかったのげ乘ドィ 
ッ戟 の 見学。 げ試合を 見る 機会の 
少ない 池ぶな住ぶ にとって、これ 
はなによりのテ丰ストであ可た。 

(石 原 黄樹-祐岡 教大) 
t > 日 H 末の案施をせめて 中旬に 撰 
ゎをばてもをい'.たい。 今回は 大巧 
の爭業にかかってしま「た。 

本 上の 大学 チ I ムのレバルを あ 
る捏度知った し、指®者と しての 
昂枠らも时めることができた。 0 
臨試合を泣る戰萬に愚まれたこと 
にち绩足している。ただ、いかに 
4 日程が 愚かく、つめこみ脚で を 
っ た。 (平 良了 •琉 巧大) 
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日本の ハン ドボールを世界の最高峰へ/ 


C 禍寶者御芳あ-順不同) 


I 

S 藥 レイ ヨン株式会社^ 

C 株） 神戸製鋼所 

种戸ボ茸を区瞄浜町 1 IT 目 3 番 18 ち 
軍涵 C 日 78) 目 51 — 1 自自 1 霜 C 太が お） 

な都府ハンドボ ール 協会 i 

会長木下踊 S 郎 ： 

上 口 茂 巧 

杳林会 金 岡 病院’ 

棘 ホ 中長指町 2 了’ 姑 ： 

TEL 0722-52—2461 (化) | 

中パ i 石油蛛式会社 

盛 岡 市薬融 1 1— 目 7 昔け号； 
電括 （凹 96) 23…( 化） 3 2 41 〒〇巧 

東を 进谷 

II 村田円動車工場 

康京那祕谷陵神宮節 6 — 19 -如 
TEL 03 — 407 — 3731 (巧） 

: 水おが 刷所’ 

重県 S 戒那前 吕化禪 生 628 香地 

T E L (059377) 3 5 2 5 

大掘破納株式会社 

大較ホ描凰区堂 島舆通 4 -36 
TEL Ofi—451— 7271 

塩 山 病院 

山梨県 遍山 市上 於 曾 
TELO 日日 333— 2 0 2 日 

大み県 ハンド ボール 磕を々 居 

おを や なが よし 

腻屢長 巧 

： 脇屋ながよし大分県规府-か中央町 ■ 9 —口 

[ 旱務巧 TELC23)6737 (22) 1421 

茨城トョペット 

取締役社長幡をを 一 

〒月 10 水产 巧千她か 2 の 8^1 TEL41 —1111 (太れ;表） 

日新製鋼株式会社吳襲缺所 

其 ホ おお通 71 ■目 韩棵 香ち 737 
mm (0823) 24—nil (巧-茗） 

1 山 梨県 ハンドボー ノレ協会 

[ 会長中が太卽 

割轉う「新らく」 

1 業を都港区新橋 4 一 18—14 

[ TEL03 — (431) 1 齡 1 巧表 

1 球な巧品，目反度，其の他をおスポーツ巧品 

北山スポーツ 

明ちホ本祖二 T 目 1011 (明觀河遣姑柳瓶西入） 

T 区 L 0 7 8 — 9 1 8 — 3 2 2 2 

で岡嘶お医院 

院長平岡；‘台が 

大疵ホ揖区な卢郝お通り 2 -3 
新 坂ビル巧 TEL 06—441—4V05 

莱ゴヒマッチ株式会社 

盛岡が脑り 1 字巧持 30 1 
靑話 〔01 日の 47—1 161 デ 120-01 : 

i 不勸産の カントラ 大阪-攝 

T r T 0722—33-0003 

1 化 L 0722—22—2103 
了 F クホ y 

1 (巧） コー ぺツーリスト 

!' 冲戸 ホを巧区おな通 7 J- R 18— 1 

1 TEL 巧巧）这 71 — 0 0 8 0 

’ このに告に関するお問合せは日本ハンドボール協会へ 1 
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すべての面に向上のあと 

第 3 回全国中学生大会回顧 

岡本克彰 

(大金審判 お) 


城を的浊さ却るにをが。とりわけ 
ゴ—ト マナ E のよさは、指尊者の 

を力の表れで、大会の目稱は.十二 

巧に達成することができた。 

震四たちの拓援も竊披骑はもち 

ろんのこと、お舎においてもおか 

い点になをくばり、コンデイシう 
ン調卷など、ほほえましい厨巧が 


たぃ。 

蘭巧：か、技術面でもすならしい 
向 h を： I かし、贸戈ともバ K トフホ 
了の弟力は高く評伽することがで 
る。 

タフプレ'!もほとんどなく.、を 
さにあふれた巧责の-ある試合の連 
精は「中学八： V ドボ I ル界」の绳 


各所で.みられ 、「泉藤ぐるみの 
"ンドボール」が、この大会を 
通じで巧をつつあることに法目 
したい。 

こうした號な者側の情詔は年 
ごとに一周まり*ず觀まホますが 
びていくで苗ろろが、をれにつ 
れて理営而でいくつかの課迎が 
ホじでいるのも事実で4のる。 
ことに.、眷加校数が、窠1回 
(昭が)试來、男典とも無の校 
〔をブロックと閱懼措け表-に 
制暇されている点は、再ち姑時 
期に来ていると思う。 

誉抽披数を增やすことけ、試 
を数の峭加につながり、茹ぶ下 
中学年の体九を考えると、ぶず 
しもを いめが 遗其ではない、と 
いな考えも判るが、 W 校に墙や 
し4 H 間となつても、王 ni 試 
をなも、今のかザお、モう過酷 
とは思之ない。 

チ t ム症成を巧あ(無在は 
を)に梢やずことによっでも、 
カバ t できるだろう 0 
そして、 チ！ ム数(中学人口) 
を 多くずる.ためには、やはり.将 
來はが都這府県から各1チ[ム 

の代葵を撮める沿がよいと思5 

をた、中学披(を：)ハンドボール 

の組减を確立、植化することも 

ぶ喪で、それによっでますます 

"中学(ンドボ—ル界。はあを 
しとものとなる。 (了) 


邦 3 回を掉中学を火をは 8 巧 
- W 日、 日奈良ホ (中央体 巧 
郁、正 強風が丙疏】にを 国から 
男ホ如子 I ムが参加して 行われ 
た。〔り記黏のみ 本誌 既報) 
關会 ぶにぉいで、 口本 摘 会- 
旧村止 街舍長は「どこの国でも 
若いエホ ル 半 1 が 先 ザを 追い 振 
いいている。この 中学 化 火を め 

戚果が H 本ハン K ボ ー ル拌の将 

來 をち 弓ことになる。 

歴史の都杂兵で、ハンドボ！ 

ルを涵じて人間閒保码巧英を日 

指して親しい。直斗を朔裡す 

る」 と敌励した々 

.韋加テ ー ムは.•年々厳しさ、 

敞しさを加えていくブロッタの 

予選を勝ち拔いてき女、と あっ 

で、 稍銳と呼ぶにふさわしいた 

くましさを感じさせ.た J 

ちを場.にでをしでいた：ホ规ホ 

の 鼠立： 姬上碍ダランドが聞で コ 

ンディション不.はとな り、 隅ち 

巧のを場に蛮更されて、 H おは 

逝行されたが、お舎、普 場と も 
巧郁をしい專盟いぶに包まれ、 遇 
ホたち には好評だった。 

地元で全国火会を 齡 くのは辄 

めで、熟唐にあ-ふれた 閱掠悅具 

のな準础もお全で、特に、 おあ 

赏 に関しては、格ぞにお祖請い 

j ただいたことは。参加者から .大 

いに 感 蘭をぅけた。この場から- 

I もモの ご苦游 にお礼を申し あげ 
I ： _ _ ! I 


を日本男ホ、 W 月：：！日に発表 

日本掘をは、 9 日の月例巧 
藉麵專会で、な报部から-揖崇のあ 
った 5 年度+シ 3 ホルチ—ム(男 
ぶ)の通ち U ついで協露' の 巧初 
旬に 巧ぶ.コ E テンが.スタッフによ 
りリストアップ、 W 巧 U 日のを国 
を議(柬京。へ提出ずることにな 
づた。この舎嵩で承認されれぼ那 
R 発兹される。 

TKF 総会へ荒 W 理事長 

H ぶ端会は 9 リ wy の月例带務 
埋まをで、 のぶ 4、日の丽 H ィク 
リアのジュスロで聞かれる蒂巧回 
IHF (巧幣；：ン'ドボ ー ル辿輔 }' 
蜡会へ荒川猎葉埋爭辰を派谐する 
ことにホめた々 

同隙会には、荒川埋事居のほか 
渡进副を長' 〔 IHF 驰爭)が 
出席ずる。 

れ數、東両氏が蕾加 

トレ|ナ！シンポジウム 

雷 3回 I H F トレ . r ホ t シンポ 
ジウムが ほ 口から义ィスのマ 
クリンダ X で熙かれたが、日本か 
ち-巧野舉恥{全日ぶ S 于監解)、茄 
需恃(同 nl チ)の両掉が#-础し 
た。 

このシンポジウムは 4 年にいち 
ど開かれ、受講者が TKF 加盟園 
め十ン 3 ホル于—ム監菅またはそ 
れに準ずる肴に限られている。ず 


回は、巧野氏に I 甘 f 推せん者と 
しでが へいがが遥られて來ており 
その他の 卷 .加者についでは虽ホナ 
シヨ ナル 乎—ム n I チンダスタブ 
ブ巧の話し患いで、東巧が自寶娶 
加をホし出、 決ま「たもの。 兩巧 
は9巧 wtE 筛岗の予を。 

国隙交流事業畫みまる 
n 本綺尝は、多面な国瞭隅類と 
予想される アジ了 C ン ドボ— 心 靴 
の新 局面などにがしょするた曲、 
執れ 部内に「国較交流畢業蚕巧会」 
を 設置、かの G 釉をを更なに決め 
ち 荒川 荷巢塞 员提)、裁正明、 
大野金 一、艇巧おぶ邸、お山巧、 
浩 U ご郞 

世界学生出場決まる 
を H 本 単 違の酷赋悍签長け行、 
中お巧夫理爭おらは、日パ^^目体 
端で、 n 本 楠舎•荒川淸美强哥お 
と会い、來年1リル]マニ了で朋 
おれる第6回化界学を遇手摧〔男 
モめみ〕に、全 U 本が 遲 0 巧基な 
固4、けをを派逊ずる ことに 
なった旨を锥吿 した。 

この大会は FTSU 〔国隙ザを 
スポ t ツ迹を〕辛業の-つで、•口 
本が泰加するのは第1凹.〔晒％) 
な來 のこと。' 

—— W 月け日に全国会議 I 
日本協なは、のパ巧3案京 
岸 記念体育会茄でを岡評認員 
I 会、巧踊字をを賴 くこと にな 
り、 9巧の U 付で招捷した。 
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化福還:(が錯虫商）一' 

或城レ JC 爾甚二 ）——I 
尉岡(清ホホ齡——1~ 
棵 

(和洋 
鹿.昭 
C 留分実業) 

楚 藉- 

(新居搞商） 


Hi m/ — 

女む 



有力な地元日本ビクタ！ 


女 

蚊 


チ I ムによる-^^ - ナ 

^ント ') 稠年どおり実業岡 
の強崇が K クリと頸を揃え 
敎しい据撒争いを满じる。 

7月の八上肖ぶ実業团远み 
梢め成精からみで、南京 ( 
ぶな甫機)、ご童(田が新)' 
茨城.(曰ぶビクター】の準浊腊遇 
出はよほぶのことが吿い挺り固そ 
ぅだ。問題は能本(なだ電機)に 
愛知(ブラザ—て業} X 福蘇(東 
化ムホホタ〕の滕者が跳む-戦。 

が立上、チ t ム名で菩くが、ブ 
ミザ]の全口本连業回趣手植は恶 
ずぎた(最下な〕。その惟、魁いが 
つをお手 r 匹用で上り調子となり、 
ムネカダはもちろん、立ちも路換 
.は評されない。 

立なはまだ「太洋時け」の邵 .え 


道二.(茨城」は夏が接の邸化でた 
くましさを増したとなえられてい 
る。 

勝を邸い崇お〔透抜：！が波にの 
ると腊丈の ダ E タホ[义〇 


を 巧り頁してい嗦イみ诘をが、こ 
こらで 気驶 をちげたいところな 

ただ、このパ1卜でどこボ賊ち 
遥ん でも、 地-兀のホ望を I 身に集 
める日ぶビタタ—には)-がをゆず 
むそさ。 

となると、お趙には.、東京重機 
お郎の蹈者と R 本ビ タタ！ が 
最婦磨醇。 

をかでもビクク！は得意の谣攻 
のほかセットにも婚鹿を興せて最 

有巧 

U 立栃木はどぅにか肖倍を职リ 
戻しはじめたよぅだが、おが那、 
甫靖と絞く壁は厚い。 

クぅブ祖では、が年の商校チャ 
ンピオンの X ンバ ] による石川 'C 
小お OG 〕 が注口される。"-発4 
を狙三んを場してくると、基姬ボ 
あるだけに面白い。 

そめほかでは山口(械^育 OG 〕 
のがり、お紙を腿ら掠いた请鄰〔 
京都 ク〕 か。 


- J J 

极夕 G 木 G 細 

基- 

柬香儘日互巧 

c (( cc ( 

S 木 I 重 
東香山栃北三 


燃み巢ク G 【 

嘉产。パ 
霉がぶ 

立雨ブをか日 

cc cctc 

本岛知都川城 
能福愛を！^ 


現行システム最後の大会 

茨城国体(|轉近づく 

瑞行制披にょる摄投の-大な、節の回岡おが肯大なハンドボ]ル琉 
找が、闲月別.円かも班曰まで蒂蛹轉ホ海迫ホ > 水海道一高強お場を 
ち会場にしてがわれる。 

掉体は、明年から年を别を操り入れるため吗和の年な辟つづけで 
きた琉在の.システム.(揉、教貫ほ則年说降)は、今年でなを切られ 

るむ 

組みをがをみながら媛腿の行方や i を探ってみた。〔綺集部) 
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校 

異 

子 


强力布陣の福岡選掠 

(姐チ—ムによる卜^ ^ 少 
メント〕ィン在]ハイで抵 
勝の久留米 H と岡2化のホ 
廚西による福闲(遇捉).を 
授腮最有力阮補にあげるの 
ボ随.当だろぅ。 

恤県の輸暂たちは「稱岡 
は別始」といいながら「1、2拉 

のチ！ムで岡めたのだから拙い試 

合はできない」という福岡のダレ 

ツシ卞 I がつ.けこむタキだともみ 

ている。 

遥おでなを山、衆が、犀独では 


秋巧(顆沉 y 山口 (下閱！ H ) 
に期掉がかけられよぅ。 

が！タホ r スは裝城とを如(と 
もに選嵌)。 

橄戦の.视南を藥き扳けて来た山 
顯(祖山商)ち上り玻で悼れむ。 


子 


岡口〇媛絮邮阪遺：2城山知叫が 


r を 


央. 

肿山海壁 
閒 お 

福山 t 爱山铺大化娜萊宮愛秋離 


大赔中也の大暦戦か 

〔チ！ムに上る卜 I ナ 
メント〕昨年のがり〔か投 
女 _ ホ玄のょうな掠鲜の宁 I 

が化ムがぶら.わず、ィンタ I ..ハ 
がィ间ようが戳になりそう。 
0 A パ E 卜は大租主力の 大 
瞬'(遇损)が一応が利とみ-' 
もれるが、に島(遥抜)戦が大き 
な卞マにをる。 

B パ]卜は抽せんのいたずをで 
すべてザ她。ィンタ t A ィ2掠の 
新原お商による.愛賴をみもとして 
が津の秋山、淸水市商の-熟岡がぶ 
巧たんたん。闻み睾妇隐お島も無 
気味だ。文字 ど お.りの地元•水海 


—如,- — 
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今年もやはり実業固勢 

しのぎ刖るぶ同、漂を、二 I 量 
(祁 チ]ムにょる.トー少 
メン ト〕、 ン ー ドされた愛 
知 (火同数辩〕、大鹏(湧を 
藥驻、三显.某 巧技 研〕、 

-I をが(111贵〕が 中 如。 

この一角に脅いこち弓と 
とするのボ埼ぶ(大蹄福気) 
^濟滅(比友化学瑞本。の照者、 
に島 〔一二 葬レ大巧〕といった斐業 
団勢。 

萊ドイッを 手. こずをせた 愛知’ 
大同の勢いは、 4 通にばく遮中の 
昨年と 盤わらないところまで 盛り 
上ってきた。ナンバ I •ワン 驗中 
の巧技は、ふ H < 会めハイぅ イトと 
いってもよいので はな かろクか。 

準 決 幅でぶつかるとみられる！ 一一 
显 •本田は、挤調 時にぶつかれな大 
罔もたじろぎそうだが、相変らず 


波の多い試なぶりで危つかしい。 

自韶隊腮田にょる萊城が、华々 
決酷で、あ-わょくばと狙って.いる 
のもマ—夕しなければいけないひ 

おお • S 厨 X 大阪•湧をはよ激 
概を骗がで，きる。 二一 恩は初め実業 
团リーダ徑滕を、.湧永のために坐 
がさせられて.おり (6 巧)雪じょ 
くしたいだるさ。 

硬ホも、このまま進.むと、巧び 
大同に全タィトル独おを許しでし 
まいそうで「決腊へおてたたこう」 
という大目操がおる。そのために 
は I 二 質戲をどうしても雕ちとら-を 
けれなならぬ。 

埼玉、建媛は立ちおりを企りた 
いところだし、広昂も I 本勝复だ 
けに波註をおこす可稲おを侍.つ。 

こ0ほかでは；^(金奶ホ淺所〕 
賦阜 (11 お畜冯}、兵库(神戸贼 
銅〕、摇本(トヨタ自動卓)、 I 禪岡 
(ブリジ义トンクイヤ〕らの葉業 



jjXD つ n コ n 3 n n n 3 n . - 1 . ; 

絕 ク串ク川所クタクク巧タタヤ硏擅ン具み ク 呀クク気学 海 夕己木お 

藝 T#a KI — 葉 


前如 S 西一!?か 陸 世掌 崎友ド'' 薛が 
大蜡卜 S 八主金杂か山溺肖日画 B 本1二 わ f . 化が一二京甘太 化种氷隶 A 闻 

cccccccccccccccccccccccccccccc 

お 口 本岛训川度山形 W 城帮道岡带お森帛ホ崎 島 部精 E が ^ 城.木阪 
巧狀 お 

巧山熊恼徘百をがムを茨川北福|11束吾ぉ偏長に窺群墙愛ぉ時^£1^大 


固、靑縣(と尸ユニオン〕、常山 
(かお夕】、祐木 〔AOK 板ホ)、 
神 泉 W (を神杂 W)、 京都(な都 
グ)、お良(奈良ク〕 、山口 (顆山 
夕)、持崎(担世保ク)らのクタブ 
哥が h 化を姐う力をもっている。 

タラ'プの関係者に閒くと「想勝 
争いは棄業回というが现をの華実" 
があ-るし、固がはいまや看加ずる 
のが第一ゆ息義ですょ」などとい 
ろが、ブ U ッタ平适お滕ちおこう 
とする時の意術が化れば、^会 
もけしで難塘がかりではない(ズ 

ち 

プロッタす遥丽ほ、强晋をかな 
り.镇むが、そこを運り抜けると、 
あまり盛り通がりを 豆せ ない、と 
いった贵も巧にするが，もしモう 
した夕 f ブブがあるとすれが、熟也 
をちクラブに對して火変化礼な閒 
だと思う。提起を巧ちたい。 


員 


動かない大阪 X 茨城め決勝 

(のチ- ^ ムに 上る と-* - 

ナ若ント】。太脈 C 大販ィ ー 
ダル ス：一 X巧城の洪驗とみ 
てまず 間 遣いない。 

両者は、日ぶ のを日本教 
教- 職呂透 革植で対戦、如 In 
で大腺が勝っている。 

おだ、靠城めその怪の絲茵 をを 
考える と、 このスコアを今回その. 
ま壬当てはめることはできない上 
クだ。 

太帳め武器は.なんといつでもを 


貝のもつ歷即力。せりをいになれ 
ばなるほど、これは活きてくる。 

哉 城の 特 をは若さ、浊さといっ 
てよいだろぅ。リズムをつかめば 
-気に、といぅ 朋 待がでてくる。 

师赖袁な外にとび出しでくると 
すれば千架と 幹岡。靜に部 岡は、 
讓 城があまり上ばかりを見す.ぎて 
いるとお元をすくうだけの攻巧を 
術え ている。 


瞬 g 井 m 恭岡 手细山城 

大化福赔で静 若高岡靠 


を 

な 

得 


带お追ぅ東を、 III 重、大胞ら 

な 天皇が (堀ホ觀る得点〕 
当燃のことながら-日部巧 7 
ル エントリ t の 北海 避、茨 
城がを利だが、 北海 逍の堪 
状は大宣点を望めず歌城 
财先巧を、 一 殻に得点源の 
をる某な、愛知、一二お、髙 
がにホ望のあ-る秋巧愛敏、平均 
した 力をもつ火眠をたりが近いあ 
げる贿蘭だろぅ。 

〇 皇后杯 (もモ摇会得点} 2 部 巧 
出墙は北海逝、東京、蒂城だけ。 

化摘遺は-眼の不利がそのまま 
裙壹、つまるところ盛お、茨城。 

両 若が描れるようだと大源峨。 

II 1 置、火阪、愛媛、熊ぶ、愛姑な 

どでもつれる。 


巧城国体地域け表決定記録 
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〇‘ 北海道 .：； 〇 
一> 1 お 男子 

画撮有斗ク如——巧 畫廟夕 
1>同女^ 

室商東 OGec 延；} 5 覃就ク 
可 島 校 男子 

函館有斗目 —— 石 圃館太を 
V 同ホず 

画館女 南 7 ——2番廚商 
0教員 

南化满這は^ — S 據瞳ク 
0. 東 化 0 
3 頁の蒂 1 固张化撒か体育大会 
を項泰陋。 

〇:: ..轉 東 .：.： 〇 
V 1眠男>^赏1/菊4巧表決を戦 
可 A 继 


(を巧志川)，別^ ^巧 


(大綺電気) 


2 . -じ 


群 蜀 
(廿幾ク) 

桐 木 
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號木) 


D > 同 B 批 . ( リ— ダ；) 

1H 寅？ の i f な 4 

* お ^17一濟 ち鐘 


科校) 


山 顯の —— ぶ 


黄 


〔順位〕®東 ま ⑨山製③千葉 
!>：!谋 5 け卖が.を戦 
柄 木の—巧 群 お 
一 >间 黄6 巧裘決を戰 
群 轄 赴 ^ — n 卞柴 
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苦月運動用旦 KK 
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車を 1^ .6 埼 玉 
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V 教巧 
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3 1 9 エー 7 
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▽同女で 

あ 川 1 3 長 野 
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(巧お.) "=—2 ( かが巿み) 
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日本の ハン ド ボールを 世界の最高峰へ 

(協賛者御巧を-厢不问） 

スポーツシヨップの日市 

[ 巧口市す强四が邵日一2 

1 (鶴/蘇テニスコート帘通り.） 
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山梨タスダ事務機株式会を 
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于110帝話のびが)日5版化表 j 

1 兰菱樹脂（拙)長浜工場 

郵惯番号526 j 

1 盗背お烏浜ボ三ッ矢町6堪8お 1 

1 m 話(074加) 2—日111 C 太托某） 1 

巧日本鹤載グループ 1 

日鐵カーテンホ-"ル(棘)栗東エ墙 

お舞県柴乂耶萊を阳宇繪 

TEL 077放 （2) 2291 

本址•点を.エ进，前巧，适み，が戸*罪贵.ち店昔ち巧•立国を迎にをり' 

1 

プリデストンタイヤ株式会社 

度根エ摇 1 


柬化で 


曼 J 

新しいスボ f ッの集いとし 
でな目きれた孤 1 阿東ホ摇<口 
林育大なが、.その重「ミニ 
国体一」とおなつで9巧€日か 
も8日までの3 H 間、岩手県 
下で關かれ、戚岡ホ.でむわれ 
た(ンドボールも熟戦がつづ- 
ぃた。 

日本か巧楓会などは「来年度か 
を国体の.掠本的なが正を行うこと 
に決め、乎でにハンドポールを蛇 
じめ查體技が新しい韋滿要領(を 
本誌姐を赛熱)を発表しているが' 
それとともにプりッタ〔地域〕鬧 
体などを熙いて、同体を"国拓摇 
婪加ぶ或*に変なうきせることも 
賴想®中へ碱むじんでいる。 

ず阿の東北絕体は、全国に先が 
けでをれを実現したもので、ごれ 
まで.髓技础に実施されできた京化 
通を憧や、国体お化す選をひとま 
とめにして聞いた。 

ミニ同化と呼ばれる.ょうに東北 
6 県からぶでみち人め.湿み、披浸 
が奉巢、をず県下 U ホが村でハン 
ドボ！ルなど與競技々争うた。 

ハンドボールは、盛脚ホの岩手 
大ホ肯飽で、国体•サ遇と第の回お 
化遵ホお ( 一股)を兼ねて巧われ 
ぃ；女を劫田费が制したはか、 
化日の一破女子は東化ムネみ夕を 
をつ隔哥がを睹を辄つた。 


園体』開く 

來年の.第2国大をは棘田県 K で 
關かれるず症。 

▽一股兒で予遗ラゥ'’-ド (3 試を) 

を を 福岛 
(盛岡商 (SG ク)' 

ぶ会) 

宮城 山形 
(東化学拟(山遮ク) 
瞄扫石〕 

青 森 t 桃、而 
(と戸ユが 一 .M 〔太曲昔 
ニホぶ 去夕). 
|>同诀祕リ1ダ 

辟 城 U - ^6若 乎 

靑 巍 WC か〕 S お.ホ 

# 森—— W 商 城 

〔曠控©青森®宫城頸おみ 

マ招女子1:1觀〔1式を〕 

昔 城2/匯一阻、 W 燕 
(けやき夕 )1 广殖」1 ( あすなろ夕) 

可間雌が嘘 

秋 旧 
〔を和洋) 


蘇岩を 日 I え 


福 岛 
〔東化ム 


如—— -3 嘗 城 


ネホタ〕 
t > 同が腿 

.骗 M 典觀をホ 

坏高骄男，子1回戦試み〕 

福 島 i _ を 

(をお島)1 9 

岩 乎 9. —8 
(盛岡贵 g お 

1>材谭決瞄 


青藤 
(遷お〕 

山形 
(大巧巧】 


替城 な昂 
(拙を营—7 f r 

葉 

被.あ 7„? 岩 す 
(渦装17 

t > 同が脱 

ぉ ® S な U ) こゎ城. 

一> 同次で i 回戰 (2 試を〕 
712 

幹をお 4—2 肿日細 

V 间带決藤 

秋 山？ ..扭 手 
霜望)？——3 

宮 城勺 4福な 
岳實 g 4 

0同決勝 

秋田ち城 

颗貞1凹戰 (2 試を) 

秋 田山 形 
宮 城卵 —— 9肯 森 
V 同毕被齡 

铜 岛 如 如ぉ 城 
對 手貼——^ ^ 田 
可ぉ決隙 

岩を又訓—パ}口福 M 
0 

D > 国ホー賊迅 f 弗化第3巧裘決戰 
福 島巧 —— 7山 お 
巧問盤4巧表決定戦 
山 形が：—8是 手 
〔を〕醫ホ東北け我は一殺男^が靑 
森、宮城、搁岛、山形に決定、そ 
の他の4部門はを化絞体の按踐モ 
1ムとなる。 
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㈱ S 景は企業の繁栄を通じて 
より豊かな生活、 

より明るい社をを創造する。 




繊維専問商社株式会社吉景 

ダループ本部東京都千代田区岩本町3 -2-10 干101 

㈱ 化越=景 ㈱ 東を=景 職甲商=景 ㈱ 大阪甲商=景 

㈱ サンレデイ ㈱ サンワード（橄サンライン 


大修館書店 


〇 


A 


-M 

•化川淸美•あ 井 靑八普 

ょぅじ剌連した八 

ンドボ T ル藝の賞•向王じが 

み，；^しよずがみされでいろ¥ 
が、巧い間の班蟲巧を独 n の破 
髮祈じよ盧當なちなじより胖 
_ 説した巧望の披蟹巧 


•まを 内容 
I 歲なのおなとおお 

ドボ，ル I 装の概规 
c > S ごドボ I ル麗を 
n 個人巧巧 

rrf ボ t ルを巧ぅ 

んボールを化ぅが苗ぶ 

iri なおを邸-又ボディユット □ I ル}' 

扣シュ t トトその培普ぶ 

|<!ゴ1ルキ|バ I 

m 窜固技術 

んコンピ卓—! -xa シプレ.—じょるお神 
ん rr\ ビネ I ショソブレ I による$ 
のぶな、の時お裸晋 
U デッドタイムからイソ了レ—、 

W ハンドボールの科学め基疑 
かが贸シドボ-ルのをザ 

固 cy ドボ ー ルむ^^?!^ 

，•固旧ホにわけるジドボ—ル競巧 
に關する研兜 


A ハンドポ ー ル隅お図並号一一1— . - r - 

ハンドボールの巧おを：：… 

クづい>グお？め域益雄執をマニ、左 〇り 

スホーツ審判ハンドブック，挪"部 I 班 
スポ f ツの基礎的トレーニンダ—な謂 
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閣ま一円をネット I 

医薬席全般 
高級化粧品 

おが会社 日進 


•ブイドサービ又を 

か.'.-.‘ 


mi 


柳'，•一’ 

6が^^ 


む J 




本田技研鈴鹿3年ぶり 


主力欠く 

大同2怔 


各 


出 

i 


の 


記録 


ク 


▽同決勝 

SS K 門 y 9 大同製 網 
巧 如 回隶贿選手能は 目パが、9 V ホ子り I ダ 
月 i 日の尚 日、 岐阜攝段体巧 姐にブラザ^ 3—日- 一二单豆も 
雨 海 県の 予 還—、毋み各 J - 霉 (愛及卽 i )0 辭謂 

ムけ^'^ り 巧われた。 田が 拙 I A 
封モ〔卜|户 メン '卜〕は、 3 迦 ご二重〕21^巧！日;〇 〔詳 陋) 
勝を g 销していた大同搜娟(愛知) 

が、廊中、 中 ホら主力 5 人を開腊 
試合(八 王： n ぶ：巧典-ドィッ〕に 送り 
こんだため、手ゥすな隅杳となっ 
たものの、靜腾ク.(節 岡) の貪 下 
むをかわして巧勝へ 進 おした。 

しかし、決勝では、有力遵手を 
撒えた本巧な研鈴鹿 ご一一 童〕 に 押し 
まくられダブルスコ了で玻れた。 

本のは 3 年ぶり 3 度.目め授 勝。 

ホ子〔リ|ダ〕 は、 予組どおり 
のが挪(一二裏とブラ ザー エ黑 (愛 
知)が比偶的な力を示し、最終 戰 
で対を、 前半、 瘦化に立った 田が 
骗が鶴半潑しく迫るブラザ— を 振 
り糾「.て全 腺、2 年迦續 9度目の 
験.勝を遂げた。 

男子準げ概 
本巧披研 


If S 立：. u)s 


sf 


太 C 5 n )。 %%)ク 

同3位決を概 


二巧家おお 


へ 316 一 

户5 —7 、 


W 辞货ク 


田が祐與邮 U )3 H 萍辜擺 

琴 — 典 nT 南プ 
鸦 ぉク。 ( KS ) 自青軍 撒 

W が祕に (：： u 〕 s だ 
〔順 お】 ⑩ 田村那 3 戦、 を勝®ブラ 
ず一工業 2. 勝 1 お③ 頃'稍クー勝 2 
敗® 一1| 洋軍撒 3 敗 

関東は東を勢久しぶり 

I 二景と車京重機 瞬つ 

第？^回(戦前から.め通醫赏舶回】 
閱南强 手 樽は8月お、如の崎扫お 
瑪県前 搞商高体 肯铜で巧 われた。 

黑子は 2 組にかけた予强ラゥン 
ドのをと、そ助聽者同4^が挺概を 
をぅ システムが 操られ、 予想ど お 
り 111 属(鹿 京】と大崎竜 気 (墙ま 
が 勝らち がり、 111 思が巧者ぶりを 
発禪して 制勝、 3 年ぶり 2 度 目の 
媛勝を 師った。 

みモ は、 7 チ！ ムのトー ナメン 
卜で争われ、審巧重機(莖 お〕 X 


H 立 栃木の顔をせから東京重拱が 
巧し 聯「て2年ぶり3 度 目め塚聴 
を 遂げた。 

戒京巧おの巧ホ麽勝は码和狀年 
の典京ク(巧)、日体大〔去な来 
巧年 •如り-ゆことゥなお、茨城巧報 
は 1 この犬会が书ホ城蜗体予選を* 
ねていたことから興みとも出場し 
なかった。 

〇毋すす適ラウンド义脏ト ー ナゾ 
ント 1 回戟 

を种杂川艾 IM 曲ぉ^蘇 If 

ぶ崎電気に— 4 一2 aok 搞 
暮玉 ) 2 子 ls 」 l 水^;棉本 ； y 

V 巧 2巧做 

大崎窗気 巧 而 u ^.} なを神泉 W 
|>材2駐リ—•ク 

S 県 9 而 ！ A で 日川ク 
(單叟 3命—迎1 C 山梨) 

1-1 S (咒 .)7 铺 

日リク巧/^リ 1 2^0 贵3術巧 
E J ク 2貧— 00 Y 唯較 

可同诀勝 

一一】 盈 W 前 U 帝大霞気 

胥ホ子 トーナ X ント i 回戦 (3 試 

食 

成崎電気6で[ o ^ l 3ん雖お日 
莽.し〕2京 G (山帮〕 

曰か；棉木6 1^8] ひ. \4 水 '鄕ク 
(根木〕兼城) 


ii お轉 

7同準か勝 


無畫贱 U な N け) e 大警気 


(墨恐 


日立桐木别^全神蒂川 
t > 同報勝 

奉がお槪9 一6日ぶお木 


女子は室蘭東 OG 初擾勝 

带 4 回 北海 逍クラブ遲手權は 8 
巧抓日から 3 日蝴 、室閒ホお体巧 
おに巧モ 目、 み r -3 チ]ムが奢抽 
して巧われた。 

男子は函骗お斗夕が、準決滕丽 
半に室就典’ OR に脅い下られたも 
のの、今年も硬味をホし 4 年述梳 
慶腊を敞った。 

女. r . は、商巧クボ棄插したため 
室能张 OG と蛮前グが慢驟を争い 
距其へもつれこれ太数職の結滞、 
ち贿京 OG が波半、貴巧な犹職点 
をマ I ダ、卓商夕の4述髓を阻む 
植慢脱とを「た。 
c > 男子 1 阿軟〔試を) 

里補南‘ OE 別 —— 解飽火特ク 
V 巧準か嚴 

匪館を 斗で 室 歸東〇 
グ 2貧 f 百 」 i E 

卓’ 蘭 クぉ铺ほ 畳^夕 

▽巧決腺. 

I 館を斗 又|ぃ)化 を^ク 
マホず決鹏 


韋姑戒 〇 
G 


室蘭 


で h 
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肯手教員、岩手大破る 

►蒂化回岩手県巧体な太宴ハンド 
ボ—化竊技〔扫巧) 
tH 般封子1回職〔1試合)： 

盛脚市を所の——じトヨぺッ 

一 > 尚単決勝 

お手教員の^ — W 盛關ぶ役所 
をを太口—— n 龙间 OB ク 
v 同決離 

お手教員如肯手ぶ 

V 高较男于準々決滕 
盛岡結ぶ —— 7を1園 
巧卷化 U —— d 久 漉 
磕岡巧引^^の蒂む爾 
爾帥〔巧——4 一閒王 
D > 巧举化滕 

盛岡岡7——6巧卷化 
盛岡阳 9 C 延〕8 盛岡一 


.か子の選手層に厚味を 

オリ'パピックに女子が撰请き 
れ、虽子のかぜにか.くれていた 
日本のホ子界も、擴の当る場所 
へ岀で来た痛じがしますが、 一 
人 QOG として 固 巧のシステム 
に一祐室を投じたい と 思い.まず。 

をれは、骗狄ではあまゥにも 
トップ階と.をの化の-うソク.のチ 
1 ..ムと巢ぶ盖が開尝すがこでおり 
半；股 Q レバルアップにマイ十ス 

なががぶ華けられることです。 


▽尚典勝 

盛岡^某^ U ) 扫盛岡凹 

皆同か，‘十準々典® 

贿岡二巧一一■取册尻ぉ 
祁摧鹿 3—^ お 听 
化谱ぉ W ^^3大原南 
たホぶ91 —〇 ' 巧卷化 
▽间準決勝 

盛岡二 U -4化營熙 

巧卷巧6——2 若手み 

V 同決勝 

男子で長野が抬頭 

マ大阪棉高校稱を谭手拖¢8巧- 
揣山学辟島) 

▽男子準々決胁 

が岛 H W ^^8端 ず 
初 芝巧—— U を 中 


この-ミまでは、日本のホ子界 
沿巧点は、極めてル数：の袋手に. 
よって支えるだけで、選乎眉に 
覃棘を增すことは難しいでしよ 


拽言櫃峭曰への提言 


そこで、垂 tr 本選手橋(粮八：〇 
を思い切？て i ■ 2部制にかけ 
遥手たちに「雌映的興味」をま 
£か'せることを考えでみて報 
しいめです。 1 部 (A グルーブ .) 
は 8 子！ム捏度のリ T グ、 2 部 


槐山争隘 W ——9 化 巧 
お 邸太 胸 
v 同窄が跑 

お 芝巧- U 奇島 hi 

長 野桃山掌院 
V 同が勝 

長 V 野典削)芝 
V 支子準々決腮 

池 旧：£3 —5 贵麗業 

を±姓で鹽9——1巧 真 
も攝大附 W ——6和玻 
火 稱；——3展 を 
vw 準が勝 

巧靑学園：^ —2 袍 の 
太：巧？——日女短大附 
D > 时が勝 


大 梓 


化ちザ園 


中学大舎記録 


( B ダル t プ) は その 袍 すべで 
⑩チ ー ム の 卜—ナ A ント として 、 
をてはどうでしょう。 去年でし^ 
たか、 アィ K ホッケ — が、この^ 
ような 形す を摇「わはずで ホが。^ 
1、2 部はもちろん入替えを 机 
巧うよう にし'すす。 ；- 
それと、 何年も前から いわれ：？ 
ているを業チ I ム の-国体 鸦 退を 
企業蜘で自発的に 譯え でいただ 
きたい ものです。 

〔里が■お并佳けモ •を 費：！ 


〇を古屋ホ-ホ中学校大会 C 7 ぉ) 
参加り巧抓、ホ W 
V 男ず準々诀勝 

明 藍如-6 {ホ山麼 

南 港^^ —5鳴ず•巧 
ぶ 塚じ^ —— W 整 島 
菊 井の——日港 南 
V 同準化概 

辆 些巧^-9東 摧 

お M U ——じ葡 井 
辟同が勝 

明曲こ打 u ) u を攝" 
V ホモ竿々決勝 

摇 旧の —— 1浩 南 
お 蠕巧——5茹 井 
銷 高^——日ぶ 白 
湛 化^ ——4 责 摧 
▽同毕決腺 

碟 泣 C -5 あ 踏 

經 化 け ——4 播 補 
▽同沈碟 

强化里。パ)3お S 

マ第 W 回を日本携合選す僵実連男 
モ黃 4 化泰決定戰 1 巧試を〔9月 
日日•あ古巨•太同强單伴育能) 


I ;耶舉具 g ^ u — 了 


C 岐異 i 胆1日 ) W 

-貴に質3反—8 Y 舶作5 

^ ▼同2ホ試を C 9 月9 H ， 太同〕 

. Is 具3補 M 則)巧則新製舞 

^ この結恶、3な試を(巧表決を 
'叩戦)がおく 二 お泉其 XI 一毫レ来巧 
> (に摇)の間で行われる。 


_ 44 誌既刊号を整理 ——‘- 
日本陶をでは、昭和泌年日 
月に做閨誌「(ンドボール」 

を発刊し、皆嫌のぶ搂を择て 
現在に至つており去すが、す 
でに i 回につき视部の永欠お 
ち巧だけでを一お二でがを越 
えることになゎ、その他の残 
部の.格がが暇をに連しましを 
そこで、が年の巧リ日をも 
つて、一部を號理、捕葉する 
ことにいたします。 

創刊号から.黃郎号までのぅ 
ちバッタ十ンパーをごホ盟の 
かたは、 W 巧煎日までにを沮 
はがきに希望を数、部数、造 
けがを靑き編を部患てお申し‘ 
こみ下香い。 

在带が.をります撞<口は、が 
りおし、料金その他をご通知 
ホし あばます か 

なお、引，号拭阵につきまし 
ては. なめて 本誌上にが巧いた 
しまず。 


I テ丰 スト 新版をを巧 . ^ 
日本協をでは、昔班指增部 

硫集による「(ンドボ]ル- 
テ丰スト」の斩版を刊行発充 
いたしております。頒恤は1 
の删円(はかに送料巢督〕 

ごホ望の-かたは日本瑞会爭 
賴局をてお申しこみ下をい。 
なお、同テキストの-巧1版は 
品現れでず。_ 


—- <3ム— 



















堅実な守り•確かな勝が。 

もし、ブラザーという企業をプレイヤーにたとえたとしたら、それは静かな闘志を两に 
秘めた、シャープなゴールキーパー。はげしし、企業競争の中でブラザーがひとつの 
地位を得ているとすれば、そんな精神があらゆる処で顔を出しているのかもしれません。 


BROTHI 

巧 

弓*琴が， 

: 


/ m ブラザーエ業株式会社 
W ブラザーミシン販売株式会社 































































































































































備の OMROM 駕卓シリーズ 


お求めやすい 
6巧ハンディ•タイプ 


8巧％ キーつ き 
ハンテ V •タイプ 


8がメモリつき 
充電ホの卓上形 


複雑な業務計算用 
12が卓上形 




麵 OMROMjt 0««0N.li« 扁 h 胃 

•資料のご W ホは本社 P 民センタまで 立石電機株式会社本社/〒616京都市を京区花園±堂巧110 07目 (463) 1161大代 
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